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表紙写真
　題して「300 年をとびこえろ！」。
　市内塚野山の重要文化財旧長谷川家住宅は、江
戸時代はじめから代々庄屋を務めた長谷川家の旧
宅であり、県内最古の民家です。平成 28 年（2016）
に主屋再建 300 年を迎え、6 月から 11 月にかけて、
地域と連携して様々な記念イベントを展開しまし
た。写真は８月 21 日（日）に実施した、「飛ばそう！
折り紙ヒコーキ＠長谷川邸」の一コマです。
　植物研究室・櫻井学芸員の指導の下、参加者は
競技用折り紙ヒコーキを作って、主屋の前の広い
庭で思い思いに飛ばしていきます。翼の角度を調
整したり、飛ばし方を工夫しますが、大きな茅葺
屋根を超えるような大飛行には至りません。折り
紙ヒコーキ遊びを通して、旧長谷川家住宅の大き
さを改めて体感する一日となりました。　　　　
　　　　　　　　　　（文化財研究室　新田康則）

表紙デザイン：本間正三

解説ノート（58）

「アオバズク Ninox scutulata」

　夏鳥として 5 月ごろ日本に渡来する、ハトくらいの大
きさのフクロウ。昆虫食のフクロウで主にガ類や甲虫類
などを捕食する。脚を使って空中で昆虫を捕らえた後、
そのまま付近の樹上に移動し、翅をむしり捨て食べるこ
とが多く、スズメガやカミキリムシといった大型昆虫を
特に好んで捕食する。ヒナに給餌する際には翅だけでな
く、硬い頭部や脚などもむしりとり、消化しやすい部分
だけを与えているようで、巣の周辺の木の下には、捨て
られた昆虫の翅や頭が散乱していることがある。
　営巣場所は大木の洞で、社寺林や公園などでもしばし
ば繁殖する。一回の繁殖での産卵数は 2 ～ 5 個。一夫一

妻で繁殖し、配偶者は生涯同じ相手とされている。
　鳴き声は「ホッホー」と高い声で 2 音連続で鳴くこと
が多いが、他にも鳴き方があり、フクロウ科の中では音
声レパートリーが多いことが知られている。
　人里近い山麓に生息しており、地域によっては古くか
ら親しまれてきたフクロウであるが、近年全国的に個体
数が減少している。その原因としては、繁殖に適する樹
洞の消失、餌となる大型昆虫の減少、越冬先である東南
アジアの開発などが指摘されている。長岡市内でも生息
数は少ない。写真は 2016 年に市内で撮影したもの。

（動物研究室　鳥居憲親）



　長岡市では、ڙࢠたͪ一人一人の個ੑやྗを৳ばし、
学ͿҙཉをҾきग़すことを目的に「熱中！感動！夢づく
り教育推進事業」（平成 28 年度は全体で 83 事業）を実
施しています。この事業では、「どのࢠにもΘかるत業
の実ݱ」、「地域のྗ、市民のྗを生かした教育の推進」、

「熱中・感動体׆ݧ動のॆ実」という３ͭの方ࡦのもと
にʠ๛かな体ݧと֬かな学びで夢をඳくྗと生きൈく自
৴をは͙くむʡ֤छの事業が展開されています。
　館では平成 28 年度、「博物館の先生がやってきた」、

「夏ٳΈ植物実ݧ・工作教室　空飛Ϳλωと折り紙ヒコー

キ飛行実ݧ」、「長岡ジϡχア化石クϥϒ」、「自然体ݧಓ
場」、「ೄ文体ݧ教室」、「長岡ྺ࢙学श教室」、「動物の;
し͗をさ͙ってΈよう！」（新ن）、「όスで行く科博ݟ
学・体ݧ学श」の８事業を実施しました。また、寺ധਫ
博物館では「親ࢠΘくΘくڕϥンυ」、「移動ਫ博物
館」と「όスですいͧくかんυキυキ体ݧ」、അ∁ೄ文
館では「ೄ文ग़前त業・体ݧ学श」を実施しました。
　この΄か、館、寺ധਫ博物館、༔ٱ山খ動物園、
の３施ઃで「中学生の৬場体ݧ」もडけೖれました。

 

１　博物館の先生がやってきた
 
 
　館の学芸員が、日ごろの調ࠪ研究やී׆ٴ動でഓっ
た成Ռにもとづき、それͧれがಘҙとするςーマを中৺
にメχϡーをߏ成し、ґཔのあったอ育園・༮ஓ園や学
校を๚Ͷ、学शをࢧԉする事業です。ʠ熱中！感動！夢
づくり教育ʡの中の一事業として׆動内༰を一ൠ化し、
多くの校・園にར用しやすいように工夫しています。

また部のҟなるメχϡーをΈあΘせてのリクΤスト
もݟられ、目的に߹Θせてར用の෯が広がっています。
平成 28 年度は̐部で、16 छ類のݻఆメχϡーと、Φー
μーメイυのϓロάϥムを用ҙし、様々な要にରԠで
きるようにしています。

　園庭・校庭など、日ごろແҙࣝに行き来する場所にあ
る植物が、ྫえばそれを用いて遊べることを知る、ྫえ
ばいͭの間にか開Ֆ・݁ 実していることを目にするのは、
きをもڻであり、新なݟどもたͪにとって新たな発ࢠ
たらします。その場所が近であればあるఔより印ਂ
く、大きな感動をಘられるとߟえ、これらの植物の׆用
をఏҊしています。植物をͭݟめ、手にとって遊Ϳ中で、

自発的・ੵۃ的に׆動し、自然の୳ٻ৺をͭ࣋ことを
目指す΄か、自然と;れあう中で、生物のѻい方を知り、
大に思うͪ࣋ؾを育むこともࢹ野にೖれています。
　遊びを中৺とした׆動では、一番の目標は「全員が׆
動する」こととし、؆୯なものをෳ数実施します。木の
༿に݀を開けਧいて動かす෩ं、ΦΦόコやদ༿をから
めてҾっுり߹う相は、ごく୯७な事なのですが最

　⑴　植物部門
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平成 28 年度熱中！感動！夢づくり教育推進事業実施報告

メχϡー 内༰ ର年・学年 実施時ظ ར用実

Έͪくさ、木あそび、
あそび

木の༿の෩ं、థ、相、どん͙りコマなど
ੲからΘるૉな「Ֆあそび」体ݧ。Ӎఱ時
は、屋内で工作（؆୯なλωの型づくりと実ݧ）
にมߋՄ。所要時間 30 ～ 40 分。要下ݟ・ଧ߹せ。

5 ࣇࡀ 5 月下०～
10 月上०

8 園
8 ݅

25� 人

学校の植物かんさͭ、
木あそび体ݧ

近な植物を使ったՖあそび体ݧと植物؍。
λω型の工作・実ݧにมߋ・発展Մ。খ学 1・2
年生生׆科、3・5 年生ཧ科、3 ～ 6 年生૯߹的な
学शの時間にରԠ。所要時間１時ݶ分～。要下ݟ・
ଧ߹せ。

খ学生 5 月下०～
10 月上०

� 校
11 ݅
508 人

しらべてΈよう、ࢲた
ͪの学校の木

学校の樹木やを؍を通し、木のछ類、໊前
や特にͭいて学Ϳ。ԡし༿などの作づくりに
発展もՄ。要下ݟ・ଧ߹せ。所要時間 1 時ݶ分～。

খ・中学生 通年
1 校
1 ݅
13 人

Φーμーメイυ ʰ৴ೱ川たんけん 、ɦh ༔ٱ山の植物ʱ খ・中学生 通年
2 校
5 ݅

134 人

8　ܭ߹ 園・9 校　25 ݅　912 人
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も人ؾが高く、ࢠどもたͪは夢中で遊び続けます。シロ
πメクαのアクηαリー、カϠπリάαのգாも最ॳ
は大人の手ॿけをडけながら手を動かし、֮えられたら
。度は༑ୡを手ॿけしてあ͛るなどして遊びますࠓ
　థは、إをくして一生໋ݒにਧく様ࢠがԿだかお
かしくて、おޓいのإをݟて思Θͣসإがこ΅れ、音が
ग़てもग़なくても、やかでָしいงғؾになります。
多छのథの中には、イλυリのܪのパンパイϓのよう
にൺֱ的音をग़しやすいもの、木の༿を使うࣲథや
を使うᯎథなど࿅शを要するものもあります。年ྸ・学
年と׆動時間に߹Θせて、հするだけの場߹と、体ݧ
にऔりೖれる場߹もありました。༿のछ類によりますが、
ࣲథの場߹、少し࿅श時間をܦて一人、ೋ人、と音がฉ
こえ࢝めます。すると、それをฉいて、音がग़ないࢠど
ももさらに࿅श、༿をかえて再νϟレンジ、それでもग़
ないこともあり、念ながら時間れとなることもあり
ます。
　木あそびと植物؍のྫとして、෩ंやࣲథに適し
た༿はどれか、自分がྑいと思うࡐྉを୳す中で、木の
छ類のҧいと༿の࣭ܗのҧい、一本の木にͭいた一ຕ一
ຕの༿のͪΐっとしたҧいなどを、手で৮れて実感する
ことを通して知ることにͭながります。ळに木の実を集
めることは、ָしい遊びであると同時に、୳しग़す、ݟ
ൺべる、ݟ分けるなどの動作がॳา的な自然؍でもあ
ります。
　植物に目する׆動をܧ続してきた成Ռとして、ࡐྉ
にするछ類がॆ実してきたことが͛ڍられます。ࠓ年度
は΄とんどの׆動で、その場にある植物のΈをࡐྉとし
て׆動しました。
　՝題としては、一ͭは׆動のόϥンスで、自発的に植
物にؔΘるように指導し自༝度の高い、෯の広い׆動を
させたい中でも、をฉくλイミンάには全員がฒΈ
をそろえなくてはならないです。もう一ͭは、同学年
ࢠするݧ動をෳ数回体׆、び学年が上がっていく中でٴ
どもがいる場߹に、よりྑい指導ができるよう、ݕ౼す
るඞ要がग़てきているというです。
みちくさ、木あそび、草あそび
　5 をରとして、一部ではࣇࡀ 4 3・ࣇࡀ が加Θࣇࡀ
るܗで実施しました。リクΤストにより、༮ࣇとอޢ者
が一ॹに参加するέースもありました。
　園庭で実施した΄か、ෑ地内でे分にࡐྉが手にೖら
ない場߹などには、散าコースや公園で実施しました。
ఱとなり屋内で実施したέースもありましߥ念ながら
たが、事前に࠾集したࡐྉを用いるとともにλω型の
工作をΈ߹Θせて、時間いっͺいまで׆動しました。
　事前のଧͪ߹Θせでは、実施場所のબと内༰ٴびࡐ
ྉのݕ౼を先生方と一ॹに行います。さらに、実施を
ఆして҆全ཧにͭいて֬ೝし、қ度やࡐྉのঢ়ଶに
よりߏ成をݕ౼し、手ॱを֬ೝします。
ける「感ͭݟが自然の中にָしさをࣇ動を通して、༮׆　

ੑ」を࣋っており、ͪΐっとしたಇきかけさえあれば遊
びはじめ、さらに遊びを「」できることを実感しま
す。あくまで「遊び」のൣғ内で、しかしそれまでとは
ҟなる目ઢを࣋たせることで、ੈքが広がり、感ੑや
ྗが৳びることを目指しています。
　しかし一方で、׆動を通じて先生やอޢ者らとす中
で、大人が自然の遊びや生物との;れあいを知らない、
そのためࢠどもにえられないという題を実感しま
す。大人が、この׆動とࢠどものԠを通じて、木と
遊Ϳことの大さを知ることも、この׆動のもう一ͭの
目的としていくඞ要があると思います。
学校の植物観察、草木あそび体験
　খ学生をରとしており、ࠓ年度は 1・2 年生の生׆
科として実施し、อޢ者参加が 1 ݅ありました。校庭の
΄か、学校の近くにग़かけて実施したり、学校の׆動の
中でܧ続して๚れていく公園で実施しました。قઅをม
えてय़とळの 2 回、場所をมえて 2 回など、学शに߹Θ
せてෳ数回実施するέースが૿えͭͭあります。2 回目
の׆動の際に先生から「ٳΈ時間にもで遊んでいます」
などおをฉくこともあり、׆動が、ࣇಐが自然と;れ
あうきっかけになっていることを実感しています。
しらべてみよう、私たちの学校の草木
　খ学校 5・6 年生で 1 ݅、実施しました。
夏ٳΈ前の׆動で、校庭の植物を࠾・؍集して、࠾
集したՖを新ฉ紙にはさむ作業を行い、ԡし༿標本づ
くりの方๏にͭいて学शしました。׆動の最後に、୲
の先生から、夏ٳΈの՝題としての「ԡし༿標本づくり」
のఏҊがありました。ԡし༿標本づくりは、植物をס૩
させてから紙にはり、ϥベϧづくり、植物の໊前調べ
と、݁ߏ手間のかかる作業ですが、ࣇಐたͪは前の学年
の時に木あそびと؆୯なԡし༿の体ݧがあったことで
߅ແくऔりむことができたのでしΐうか、さらに、
家のཧղと༑人同࢜のྗڠも加Θったことで、6 人が
標本とレϙートを作に上͛て、10 月に開࠵された

「標本展示会」にग़しました。
　これをきっかけにして、ࠓ後も自然を୳ٻするࢹを
。続けてもらいたいと思いますͪ࣋
オーダーメイド
　「૯߹的な学शの時間」の中で植物にؔする学शのリ
クΤストが 2 校あり、খ学校 3 年生で地域の自然を学Ϳ

「৴ೱ川たんけん」の植物コース、༔ٱ山׆動でখ学校
3 年生の「༔ٱ山の植物」を؍する׆動を指導しまし
た。いͣれも植物を手にとってその特をよく؍する
ことを中৺に、木あそびをަえながら׆動しました。
৴ೱ川ではガマのึのෆ思ٞなܗと、さらにそれがछࢠ
の集まりであることを؍してڻいていました。༔ٱ山
ではळに集中して 2 回の؍を行い、それͧれがڵຯを
った植物とそれにରするٙにͭいて、࣭ٙԠしな࣋
がらさらに؍を行いました。

（植物研究室　櫻井幸ࢬ）
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　「博物館の先生がやってきた」地学部所分の༮ஓ
園・อ育園ࣇけのϓロάϥムは、ࡢ年度のϓロάϥム
̒݅に、３ࣇࡀけのϓロάϥム１݅を新たに加えると
ともに、ࢭٳしていたݦඍ؍ڸのϓロάϥムを加えて
８݅をఏڙしました。また、খ学生けのϓロάϥムは
最近２年間、ఏڙをࢭٳしていましたが、ࠓ年度は岩石
や地にؔる新نのϓロάϥム２݅をఏڙしました。そ

の݁Ռ、༮ஓ園・อ育園は、Ԇべ 34 園（実 24 園）から
33 ݅のਃしࠐΈがあり、খ学校はΦーμーメイυをؚ
めて７校から７݅のਃしࠐΈがありました。
年少さんのための、かがくじっけん
、はݧけの実ࣇࡀϓロάϥムです。３ن年度の新ࠓ　
これまでӷঢ়化ݱの実ݧだけでしたが、このうͪの

「Τッキー」の実ݧにණりの実ݧを加えて、３ࣇࡀઐ

　⑵　地学部門

メχϡー 内　　　　༰ ର年・学年 実施時ظ ར用実

年少さんのための、か
がくじっけん

とණݧでも༰қに実施Մな「Τッキー」の実ࣇࡀ３
りの実ݧとを行う。 ࣇࡀ３ ９～ 11 月

３園
３݅
90 人

かい͗Ύう「Έΐうし
ー」のおはなし

長岡市ົݟ町で化石がͭݟかったւڇ（Ѫশ：ミϣウ
シー）のくらしͿりや体のͭくりなどをղઆする。 ࣇࡀ５～３ ９月

１園
１݅
40 人

ΤッキーとΤキジϣッ
カーで、えきじΐうか
のじっけん

ϖットϘトϧを使った実ݧஔ「Τッキー」と「Τキ
ジϣッカー」で、地൫のӷঢ়化ݱの実ݧを行う。 ࣇࡀ５～３ ５～ 11 月

̐園
̐݅

240 人

なんでもかくだい　け
んびきΐうってすごい

ϏデΦカメϥ付きのݦඍڸ（実体ݦඍڸ）とϞχλーで、
いろいろなものを֦大して؍する。 ࣇࡀ５・̐ ５～ 11 月

８園
８݅

290 人

アイロンϏーズで、Ώ
きけっしΐう

アイロンϏーズでઇの݁থのܗをしたアクηαリーをͭ
くります。親ࢠ行事などでのར用をఆ。 ࣇࡀ５・̐ ̒～ 12 月

̐園
̐݅

186 人

きって、はって、ͭく
ろう　な͗さϞンス
λー

࠭にଧͪ上͛られた生物のഁยのݦඍڸ写真をたくさ
んりൈいてը用紙にషり、それͧれのϞンスλーを作
る。

ࣇࡀ５ ̒～１月
３園
３݅
�6 人

ͭめたいこおりで、た
のしいじっけん

ᶃ食Ԙとࢳでණをり上͛る実ݧ、ᶄ中՚おۄでණの虫
めがͶをͭくる実ݧ、ᶅණ݁থのภޫ؍を行う。また、
ॆ分なੵઇがあれば、ᶄとᶅをアイスクリーム作りにม
。することもՄߋ

ࣇࡀ５ ̒～２月
11 園
10 ݅
28� 人

はじめての、きΐうり
Ύうがく

ڪとはどのような生き物だったのか、どんなछ類のཽڪ
ཽがどのようにらしていたのかなど、実物化石や෮ݩ
型をަえてやさしく、しかし学ज़的にղઆする。

ࣇࡀ５ 11 月～２月 ར用なし

近な石と、川原の石
生׆の中でݟられる岩石、学校周辺の岩石（立地が平野
やஈٰの場߹は、地下にある岩石）ٴびՏচをղઆす
る。

খ学生 11 月
１校
１݅
32 人

大地のͭくりと、その
ม化

ᶃ地ٿのྺ࢙、ᶄ地のܗ成、ᶅ地をߏ成している物
࣭、ᶆՐ山׆動とՐ山ग़物、ᶈ地֪ม動、ᶉ化石の中
からرの߲目（ෳ数Մ）をղઆする。

খ学生 11 月
２校
２݅
22 人

Φーμーメイυ ʰמ谷田川の石とྺ࢙ 、ɦh ৴ೱ川たんけん・石άϧーϓ 、ɦ
ʰ地ݟ学 、ɦh 地؍ʱ 園ࣇ・খ学生 ５～９月

̐校
̐݅

151 人

34　ܭ߹ 園・７校　40 ݅　1414 人
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用のϓロάϥムとしました。
　実施デーλ：９月 2� 日　中อ育園　３ࣇࡀとอޢ
者　3� 人、11 月９日　Έしま中ԝอ育園　３2　ࣇࡀ�
人、11 月 29 日　ദอ育園　３26　ࣇࡀ 人。

かいぎゅう　「みょうしー」のおはなし
　平成 26 年の館移స後の展示において、長岡市ົݟ
町で化石が産ग़したヒυロμマリスଐւڇ（Ѫশ：ミϣ
ウシー）の親ࢠ生体෮ݩ型がΤントϥンスホーϧでఱ
りされ、シンϘϧ的ଘࡏとなりました。このϓロάϥ
ムでは、展示室内の෮֨ࠎݩや実物化石、また、ジϡΰ
ンの͵い͙るΈもަえて、ヒυロμマリスଐւڇをղઆ
しました。
　実施デーλ：９月 14 日　南部อ育園　３～５ࣇࡀ　
40 人。
エッキーとエキジョッカーで、えきじょうかのじっけん
　平成 21 年度からのܧ続ϓロάϥムです（໊শは一部
มߋ）。国立研究開発๏人ࡂ科学技ज़研究所のೲګޱ
໌先生が発໌した地൫のӷঢ়化実ݧϘトϧ「Τッキー」
と、国立研究開発๏人産業技ज़૯߹研究所のٶ地ྑయ先
生・݉ࢠঘ知先生が開発した地൫のӷঢ়化実ݧஔ「Τ
キジϣッカー」を使った実ݧを行いました。
　実ݧを進めるにあたっては、Ϙトϧαイズを࣍第に大
きくしてޮ֮ࢹՌをૂったり、֤個実ݧからάϧーϓ୯
Ґでのڞ同実ݧにม化させたりして、園ࣇがきないよ
うにしています。
　実施デーλ：̒月 10 日　長生༮ஓ園　５ࣇࡀʗ５ࡀ
38　ࣇ 人ʗ 38 人、７月 21 日　ࠇอ育園　̐ࣇࡀと
อޢ者　81 人、10 月 13 日　໌幸༮ஓ園　５ࣇࡀʗ５ࡀ
。30人　ࣇࡀ̐　26人ʗ2�人、12月13日　ദอ育園　ࣇ
なんでもかくだい　けんびきょうってすごい
　平成 22 年度に࢝めたϓロάϥムで、移స後の２年間
は中அしていましたが、ࠓ年度、再開しました。Ｈ̙Ϗ
デΦカメϥ内ଂの実体ݦඍڸからϏデΦ৴号をϞχλ
ૹって、全員で同時に؍する΄か、新ฉ紙や࠭場の࠭

（事前に࠾औしてਫચし、ס૩させておく）、ʠな͗さϞ
ンスλーʡの上ϧーϖによる一੪؍も行いました。
λーήットは、ナイロンλϫシ、スϙン؍でのڸඍݦ

ジλϫシ、छࢠ類、ススキの༿、紙類、ໟ、μンΰム
シ、ΰムඥ、λンϙϙのՖ、紙類、園庭のൖೖ、産
類、アジαイのՖ、Ӌໟ、ΦΦΦナϞミのՌᣅ、大౾、
。に渡りましたذなど多ࡊམͪ༿、野、ࣃམೕ、۩؝
　実施デーλ：５月 26 日　তอ育園　３～５ࣇࡀ　
48 人、̒月２日　東川ޱอ育園　̐・５43　ࣇࡀ 人、
̒月 1� 日　山本อ育園　５12　ࣇࡀ 人、７月 11 日　
Έしま中ԝอ育園　̐ࣇࡀʗ̐25　ࣇࡀ 人ʗ 23 人、７
月 13 日　ന山อ育園　̐40　ࣇࡀ 人、７月 14 日　ٶ
内中ԝอ育園　̐41、ࣇࡀ 人、９月 21 日　あすなろอ
育園　̐33　ࣇࡀ 人、11 月 16 日　山通อ育園　̐ࣇࡀ
とอޢ者　25 人。
アイロンビーズで、ゆきけっしょう
　খ୬市૯߹博物館の大࠸先生が開発された、アイ
ロンϏーズでઇ݁থをしたアクηαリーを作すると
いうされたϓロάϥムです。中৺から̒方主ࢬが৳
びるՖλイϓのઇ݁থをすため、市ൢされているア
イロンϏーズ用の角ܗのϖάϘーυを使用します。ݟ
本を参ߟにしたり、ಠ自にߟえたりして、たくさんのʠઇ
݁থʡができ上がりました。
　実施デーλ：̒月 23 日　いなばอ育園　５ࣇࡀとอ
者　61ޢ 人、10 月 14 日　中อ育園　̐ࣇࡀとอޢ者、
10 月 20 日　ౡ༮ஓ園　５ࣇࡀとอޢ者　41 人、12
月̒日　塚山อ育園　３～５ࣇࡀとอޢ者、4� 人。
きって、はって、つくろう　なぎさモンスター
　平成 25 年度からのܧ続ϓロάϥムです。「な͗さϞン
スλー」（ུশʠな͗Ϟンʡ）とは、࠭にଧͪ上͛られ
たඍࡉな生物のҨ֚の૯শです。ʠな͗Ϟンʡは、ೋຕ、
、ウχ、コέムシ、ヒザϥガイ、フジπϘ、ウズマר
キΰカイ、༗虫、ܗ虫、ڕ類（ࣖ石）などいろいろ
なछ類の生物のҨ֚から成っています。それらから �0
΄どをిݦࢠඍڸで撮影してը૾化し、ް紙に印刷し
ました。参加者はハαミでը૾をたくさんりൈき、ը
用紙にషり付けてそれͧれのʠϞンスλーʡを作り上͛
て作とする、というϓロάϥムです。なお、最ॳに࠭
の写真をݟたり、作の߹間に実物のʠな͗Ϟンʡを
上ϧーϖやݦඍڸで؍して、実物の大きさをѲで
きるようにしています。

「エッキー」の実験（みしま中央保育園）

なぎさモンスター制作中（中貫保育園）
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　実施デーλ：̒月 30 日　上通อ育園　５21　ࣇࡀ 人、
12 月 15 日　ദอ育園　５30　ࣇࡀ 人、１月 20 日　中
؏อ育園　25 人。
つめたいこおりで、たのしいじっけん
　平成 22 年度に開࢝し、館の移సの年度に一時的にٳ
年度再開したϓロάϥムです。館で実施してࡢ、しࢭ
きたઇやණにؔする実؍・ݧの中から「Ԙとࢳとでණͭ
り」（ࡎפの実ݧ）と「ණは݁থ」（ණのภޫ؍）の;た
ͭの実؍・ݧに、石川県加լ市の「中谷Ӊ٢ઇの科学
館」が開発した中՚おۄでಁ໌なණを༥かしてレンズを
作るϓロάϥムを加えさせていただいています。
では、まͣアイストレーで作った֤辺の長ݧの実ࡎפ　
さが２～３DN ఔ度の໘体のණを園ࣇが個々にり、
９DN、高さܘで作ったث用のණ༰ثにかきණ࣍
 3�5DN のԁபঢ়のණを数人のάϧーϓでྗڠして
るようにしました。かきණ用のණは、ࢳをஔく前にණの
中のؾ๐を؍し、࣍に使うレンズ用のಁ໌ණとのҧい
がೝࣝできるようにしておきました。
　中՚おۄでレンズを作る作業は、Φリジナϧのϓロά
ϥムでは参加者が一人ͣͭ個ผにレンズを作りますが、
このϓロάϥムではάϧーϓϫークにアレンジしていま
す。֤άϧーϓに中՚お２ۄ本とܘ９DN のԁப
ঢ়のಁ໌ණ１個を配り、άϧーϓのメンόーがަସでණ
を༥かし、レンズのܗに上͛ていくようにしました。
でき上がったණの虫ڸ؟を手にした園ࣇは、用ҙした؍
の中をޱるだけではなく、༑だͪのݟλーήットを
いたり、ԕくをݟてΈたりと、いろいろָしΈました。

　ණのภޫ؍では、ബ൘ঢ়に作ったಁ໌ණで݁থのڥ
քとׯব৭を؍したり、中՚おۄで作ったණのレンズ
で݁থڥքを立体的にݟたりしました。
　また、ࠓ年度は、レンズ作りとภޫ؍に代えて、ア
イスクリーム作りをબできるようにしました。アイス
クリームは、真空ೋ重マάϘトϧにアイスछをೖれた༰
をೖれ、10ࡎפとث 分間సがして作りました。
　実施デーλ：̒月７日　おおこうづอ育園　５ࣇࡀ　
25 人、８月 1� 日　ന山อ育園　５33　ࣇࡀ 人、10 月

̒日　中อ育園　５ࣇࡀとอޢ者　40 人、11 月̐日
東部第ೋอ育園　５43　ࣇࡀ 人、１月 10 日　ന岩อ育
園・本山อ育園　５23　ࣇࡀ 人、１月 12 日　ٶ本อ育
園　５16　ࣇࡀ 人、１月 24 日　塚山อ育園　̐・５ࡀ
13　（ৗ時ࠞ߹อ育）ࣇ 人、２月８日　ദอ育園　５ࡀ
31　ࣇ 人、２月 14 日　Έしま中ԝอ育園　５41　ࣇࡀ
人、２月 22 日　ౡ༮ஓ園　５22　ࣇࡀ 人。
はじめての、きょうりゅうがく
　ೈ࣭樹ࢷの生体෮ݩ型や実物化石、レϓリカなど
を使って、ཽڪの分類や体の特、ཽڪ化石の研究手๏
や෮ݩを学Ϳϓロάϥムですが、ࠓ年度はར用がありま
せんでした。使用する生体෮ݩ型による年ྸ的な੍
がར用の͛となっているとの指摘をいただいており、
ଧ開ࡦをࡧ中です。
身近な石と、川原の石
ϓロάϥムです。学۠内のՏ川を̐年生ن年度の新ࠓ　
の૯߹的な学शの時間でऔり上͛ている学校からのར用
でした。༧めՏচを࠾औしておき、その分類や給ݯに
ͭいてղઆしました。
　実施デーλ：11 月 30 日　川ޱখ学校　̐年生　32 人。
大地のつくりと、その変化
ϓロάϥムです。̒年生ཧ科でのར用がن年度の新ࠓ　
２݅ありました。いͣれも、主に学۠内のٰྕに分し
ている地ࢿྉを用いて、地をߏ成している物࣭と地
のܗ成にͭいてղઆしました。
　実施デーλ：11 月 11 日　ܡখ学校　５・̒年生（ෳ
式学12　（ڃ 人、11 月 22 日　下খ国খ学校　̒年生　
10 人。
オーダーメイドのプログラム

ʰ৴ೱ川たんけん・石άϧーϓʱ
　３年生の૯߹的な学शの時間で、学۠にྡする৴ೱ
川を長年औり上͛てきているখ学校からのར用でした。

「石」、「植物」、「動物」の３άϧーϓのうͪ、地学部は「石
άϧーϓ」を୲し、Տচの؍とび岩石のԁຏ実ݧ
を行いました。
　h ʱ࢙谷田川の石とྺמ
　学۠内をྲྀれるՏ川を３年生の૯߹学शでऔり上͛て
いる学校からのར用でした。川原行ってՏচを࠾औ・
。をղઆしました࢙成ܗするとともにՏ川の؍

ʰ地ݟ学ʱh 地؍ʱ
　学۠や市内の地؍適地で地をߏ成する物࣭や化
石を؍したり、᧞ۂ・ෆ整߹をݟ学したりしました。
̒年生ཧ科でのར用でした。
　実施デーλ：５月 10 日・９月 16 日　ઍ手খ学校　３
年生　25 人・22 人　「৴ೱ川たんけん・石άϧーϓ」、
５月 24 日　上খ国খ学校　̒年生　９人　「地ݟ学」、
７月 20 日　ಢඌ東খ学校　̐年生　48 人　「מ谷田川
の石とྺ９、「࢙月７日　ࡕ೭上খ学校　̒年生　「地
。「؍

　　　　　　　　　　　　（地学研究室　加౻正໌）

顔がさかさまに見えます（柏保育園）



ＮＫＨ（長岡市立科学博物館報）　№１０１（２０１７）6

　リクΤスト内༰の多様化・ෳࡶ化がٸに進む動物部
では、本年度よりݻఆメχϡーから、Φーμーメイυ
式にりସえ、学校のリクΤストに߹Θせ、ॊೈにରܗ
Ԡしていくスλイϧにมߋしました。ࡢ年度同様、校内
や学校周辺での生物؍をرするものから、年間を通
して行っているڥ学शの同行やॿݴ、学校で行なΘ
れる学श会のߨԋґཔなど、෯広い要がدせられまし
た。実施に至るまでの事前४උや学校ଆとの調整に時間
を要するґཔが૿加にありますが、一ͭ一ͭのリク
Τストに全ྗでऔりΈ、内༰のߋなる上にྭんでい
きたいと思います。

オーダーメイド
信濃川の石・虫・草，信濃川たんけん
　૯߹学शで৴ೱ川にؔする学शを行なっている学校
からのリクΤストで、৴ೱ川に同行し、そこに生息して
いる昆虫にͭいてհしました。य़先にはՏ川ෑを飛Ϳ
ウスόシロνϣウやベχシジミを࠾集し、ळにはトϊα
マόッλやηスジπϢムシを一ॹに؍しました。
学校の夏の虫，学校の秋の虫
しよう！学校の生き物ݕ年度まで実施していたʠ୳ࡢ　
ウΥッνンάʡにあたるリクΤストで、「夏とळで校庭
に生息している昆虫がどのようにมΘるのか調べてΈ
よう」という内༰でした。
　夏にはݟられたキアήハの༮虫がळには࢟を消し、代
ΘりにたくさんのシΦカϥトンϘやϊシメトンϘが校
庭にग़ݱしました。シΦカϥトンϘを࠾集し、ࣇಐの目
の前にࠩしだすと、「目まで੨いんだ！！」とڻきなが
ら、ڵຯਂそうに؍してくれました。׆動時は全員が
少なくとも一ඖは生物を࠾集できるよう、αϙートに
めました。
ハス田の生物
、年度もར用いただいたখ学校からのリクΤストでࡢ　
学校近くのハス田の生物を調べるお手いをしました。
前回のリクΤストでผの学年が調べたハス田の生物相
をࠓ年もܧ続して調べてΈるという内༰でした。ࡢ年度
に生息が֬ೝされた生物をまとめたࢿྉを博物館が作
していたことから、事前にそのࢿྉをࣇಐに配し、

「かるか調べてΈようͭݟ年度もࠓ年度いた生物がࡢ」
というझࢫで׆動しました。

　上・ਫ中྆方の生物相を一ॹに調ࠪし、シϣウジϣ
ウトンϘやαカマキガイなどを࠾集し؍しました。特
にࣇಐのؔ৺が高かったのは、前回個体数は少数ですが
生息が֬ೝされたλイコウνでした。ࠓ回もまたͭݟか
るか、ࣇಐたͪは夢中でハス田をきࠐんでいました。
幸いࠓ回もΘͣかですがͭݟかり、ਫ૧に移しΈんなで
ಐからは「λイコウνはԿを食べるんࣇ。しました؍
だろうʁ」、「どこで息をしているんだろうʁ」と、࣍々
とٙの声があがってきました。一方で、ࡢ年度は生息
していたνϣウトンϘやΦχϠンマはࠓ年度は֬ೝす
ることができませんでした。
集した一部の昆虫にͭいては、後日標本にすること࠾　
にもઓしました。
野鳥に関する学習会
　市内中学校からのར用で、新ׁ県と中学校が主࠵する
野鳥にؔする学श会でのߨԋґཔでした。事前のଧͪ߹
Θせで、「中学生が野鳥にରしてؔ৺をもてる内༰にし
て΄しい」、「実際にࢣߨがաڈに行なった研究を発表し
て、鳥類研究の様ࢠをհして΄しい」とのリクΤスト
をいただいたことから、日は「鳥の社会」をςーマと
し、研究ൿをަえながら、鳥の社会ߏにͭいてお
ししました。鳥にも社会があることをհしたことで、
参加者は鳥をこれまでよりも近なଘࡏとして感じる
ことができたようです。ऴྃ後、参加した生ెからは「Θ
かりやすくて、໘നかったです」と感をいただきまし
た。

 

（動物研究室　݈ۚ҆一ɼ鳥居憲親）

　⑶　動物部門

オーダーメイド「ハス田の生物」

メχϡー 内༰ ର年・学年 実施時ظ ར用実

Φーμーメイυ
ʰ৴ೱ川の石・虫・ 、ɦh 学校の夏の虫 、ɦ

ʰハス田の生物 、ɦh 学校のळの虫 、ɦ
ʰ৴ೱ川たんけん 、ɦh 野鳥にؔする学श会ʱ

খ・中学生 通年
4 校
6 ݅

229 人

4　ܭ߹ 校　6 ݅　229 人
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　前年度とൺֱすると、「さΘってΈよう　ੲの物」は
２݅ 126 人から２݅ 62 人、「しらべてΈよう　খ林ދ三
」は１݅ 49 人から０݅０人、「さ͙ってΈよう　学校
の周りのྺ࢙」は１݅ 55 人から１݅ 12 人、Φーμーメ
イυは０݅０人から１݅ 50 人となり、݅数は同数、指
導したࣇಐの数は 106 人減となりました。このうͪ、「さ
ΘってΈよう　ੲの物」は、「熱中！感動！夢づくり教
育推進事業」のผメχϡー「όスで行く科博ݟ学・体ݧ
学श」でରԠする事ྫが૿えており、前年度５݅ 3�2 人
からࠓ年度は̒݅ 2�2 人と、指導したࣇಐの数は減少し
ましたが、݅数は１݅૿えました。ただ、「όスで行く
科博ݟ学・体ݧ学श」は、移動時間や学श時間をؚめて
おனころまでにؼ校できるൣғに立地するখ学校が中৺
となるため、科学博物館までのڑがԕいখ学校はΤン
トリーしにくいのがݱঢ়です。そのようなঢ়گを౿まえ
て、また、科学博物館ではなく֤学校で実施する場߹は、
たとえば教室の૭からݟえる地域のྺ࢙的؍ܠを加ຯし
て指導を行うなど、その学校、その教室で実施すること
のརをߟえながら࣍年度は学श内༰をߟえていきたい
と思います。
。をհしますگに、実施ঢ়࣍　
さわってみよう　昔の物
　２݅のうͪ１݅は、社会科のत業で学んだ「大ੲの
らし」にͭいて、ೄ文時代のث・石ثをもとに۩体的
なイメージをりたいというリクΤストにԠえて実施し
たものです。۩体的なࢿྉとしてはᶃث（ೄ文ਂث

ുഁย・生ثᙈഁย）、ᶄ石ث（ຏ石 ・ිଧ石 ・ි
石᭲）を用ҙしました。
が発໌ثや石ثಐの࣭に回するやり方で、ᶃࣇ　
されたҙٛ、ᶄث作りや石ثづくりからΘかるೄ文人
の知ܙや工夫、ᶅ技ज़の進化とಓ۩のม化に特に;れ
ながらࣇಐが使用している෭ಡ本にհされたೄ文ムϥ
のイϥストの۩体化にめました。
さぐってみよう　学校の周りの歴史
　「ਫ」をςーマとして、ᶃ学校の周りにあるਫ田やཆ
のਫがどこからྲྀれてきているのか、ᶄきれいなਫޥ
をඞ要なྔ֬อするためにどのような知ܙや工夫がなさ
れているのか、ᶅਫと地域の人たͪがどのようにؔΘり、
どのようなྺ࢙をり上͛てきたのかという؍にྗ
をஔいて、前はフΟーϧυϫークを行い、後はまと
めの学शを行いました。事前に࠾集しておいたᶃचऱম
Ꭼുఈ部ย（石川県चऱ市産　15 後）、ᶄന࣓لੈ
ԑ部ย（中国産　15ޱ を通して日本ւ・ീ石山（لੈ
をؚむٰྕ・ौւ川などܦ༝地にも৮れました。近な
場所での新しい発ݟに、ࣇಐは地域のྺ࢙のཧղをਂ
めてくれたようです。
オーダーメイド「国漢学校のはじまり」
　খ林ދ三を中৺に、ᶃ༮少ظに失໌したΤϐιーυ、
ᶄ໌体ୡ用、ᶅ東༸のಓಙ・༸の芸をキーϫーυに֓
આ。続いてٱࠤ間山・Տ井ܧ೭ॿ・三ౡԯೋなどؔ
連人物のհをしました。

（研究室　広井　࢙ྺ）　　　　

　⑷　歴史部門

メχϡー 内༰ ର年・学年 実施時ظ ར用実

さΘってΈようੲの物
やؔΘった人ܠとして、時代എࡐྉ（実物）を教ࢿ࢙ྺ
の工夫やいを調べ、長岡のྺ࢙のڵຯؔ৺を高めま
す。所要時間１時ݶ分～。

খ・中学生 通年
２݅
62 人

しらべてΈよう
খ林ދ三

ถඦඨのނ事で༗໊な、খ林ދ三の人間૾を、࢙ྉに
もとづき学びます。所要時間１時ݶ分～。

খ・中学生 通年 ར用なし

さ͙ってΈよう
学校の周りのྺ࢙

家や学校の近くにあるྺ࢙学शのきっかけを発ݟし、地
域のྺ࢙にରする題ؔ৺を高めます。所要時間１時ݶ
分～。

খ・中学生 通年
１݅
12 人

Φーμーメイυ
খ・中学校と相ஊして内༰をܾఆし実施する。所要時間
１時間～。

খ・中学生 通年
１݅
50 人

３校　4　ܭ߹ ݅　124 人
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　「夏ٳΈ植物実ݧ・工作教室」では、内༰をࡢ年度同様、
λωと紙飛行ػの実ݧにし΅り、ࠓ年度は会場を一部ม
。して実施しましたߋ

「空飛ぶタネと折り紙ヒコーキ飛行実験」

　長岡市内のখ学生ٴびอޢ者をରとして実施しまし
た。大人も一ॹに工作と実ݧに参加してもらいます。実
施に先立ͪ、全員に、λイトϧにもある「λω」と「折
り紙ヒコーキ」のؔにͭいて࣭してΈると、「分か
らない」というえがฦってきましたが、工作と実ݧを
体ݧしてもらい、実感を࣋ってཧղしてもらう事ができ
たと思います。植物の؍と実ݧを通して、όイΦミメ
ςΟクスにͭながる発ݟが近にもあることを感じても
らえたのではないでしΐうか。
　実ݧは前・後に分け、前は近な植物のλωを
中৺とした؍と実ݧ、後ではλωと折り紙ヒコーキ
の実ݧとその間をͭな͙όイΦミメςΟクスにͭいてղ
આします。
　最ॳに、植物が「移動するしくΈを࣋った部分はあり
ますか」という࣭、そして「۩体的な植物໊をݴえま
すか」という࣭をしていくと、手がෳ数ڍがって、「
にͭく実」や「λンϙϙの໖ໟ」などの۩体的な事ྫや
植物໊がग़てきました。
　植物がλωを移動させるための「छࢠ散作ઓ」を
հした後、いろいろなλωを؍してܗと作ઓのؔを
に「空飛Ϳλω」に目します。χϫウ࣍。えましたߟ
ϧシ、πクόω、カΤデの本物のλωを手にऔり、空飛
Ϳλωがബくて広い翼を࣋っていることを؍し、実際
にམとしてΈてλωの動きを֬かめます。λωがくるく
る回సしてΏっくりམͪてくることが分かりました。ま
た、用ҙした実ݧஔにカΤデのλωをೖれると、くる
くる回సしてුき上がり、うまく෩をडけると;Θ;Θ
と上下に行き来しながらුいています。「まるで虫が飛
んでいるΈたい」「生きているΈたい」と、ࢠどもだけ
でなく大人もその動きを感৺してݟていました。
　上記の 3 छのλωにͭいて、リϘンঢ়の折り紙、
ঢ়の折り紙、クリッϓ、ςーϓ付せんを使って型を作
します。࣍にλωと同じようにམとしてΈて、動きを
します。χϫウϧシは΄΅失ഊがなく、πクόωも؍
λωのܗを真ࣅるように調整すると大体うまくいきま
す。もっとも୯७な࢟のカΤデが一番しいのも໘നい

ところですが、֤自で工夫して調整し、くるくる回సし
ながらΏっくりམͪてくる動きを目指して実ݧを܁りฦ
し、前はऴྃします。
　後でアϧιミトϥのλωがొ場します。前で実ݧ
したλωのようにくるくる回సするのではなく、大きく
ટ回してΏっくり下りてくる様ࢠを؍し、特घϖー
パー「άϥイυシート」を用いて型を作し実ݧしま
す。
　アϧιミトϥがάϥイμー発໌のݩとなったことをղ
આして、λωと飛行ػのがͭながり、いよいよ折り紙
ヒコーキのొ場です。
　紙飛行ػは୭でもݧܦのある遊びだと思いますが、折
り紙ヒコーキの %7% でその໘നさを再ೝࣝするととも
に、多様ੑやԞਂさを知ることができます。άϥイμー
飛行型折り紙ヒコーキが飛んでいる࢟を動ըでݟて、ア
ϧιミトϥと同じ飛び方をすることを改めて実感できま
す。
　折り紙ヒコーキはઐ用のキットがあり作は؆୯です
が、そのままではあまり飛びません。まっす͙飛Ϳよう
にঢ߱とਨඌ翼を調整してから、άϥイμー飛行に
ઓします。高く͛上͛たػ体が;Θりとුきあがる
ようにしてટ回し࢝めると、୭からともなく声が上が
りました。全員で飛ばすとそれまでे分に思えた会場も
。く感じてしまいますڱ
　アϧιミトϥがάϥイμー発໌のヒントになったよう
に、自然や生物のܗଶ・ػにヒントをಘた技ज़が「ό
イΦミメςΟクス」です。実は、折り紙ヒコーキのػ体
のঢ߱の調整方๏がアϧιミトϥの型にԠ用でき、
これはάϥイμー飛行という྆者のڞ通を֬ೝすると
ともに、アϧιミトϥのλωのͭ࣋ྗの再ೝࣝにもͭ
ながりました。のまΘりの生物のͭ࣋ྗ、それを生
かすόイΦミメςΟクスにͭいてまとめ、実ݧをऴྃし
ました。
　カΤデのλωは、近な公園や庭園の植えࠐΈや、こ
の実ݧを実施した施ઃのෑ地内でも؍できます。λω
の؍を通してछࢠ散作ઓをߟえる、λω型を様々
なࡐྉで作し実ݧする、折り紙ヒコーキを改ྑする、
όイΦミメςΟクスにண目し自然؍をするなど、夏ٳ
Έにऔりめる՝題にもͭながるとظしています。
　８月 11 日は博物館実शの実施ظ間内にあたっており、
్中、博物館実श生のݟ学がありました。

（植物研究室　櫻井　幸ࢬ）

２　夏休み植物実験・工作教室「空飛ぶタネと折り紙ヒコーキ飛行実験」

実施日と時間 会場 参加人数
8 月 11 日
後ޕ 2 時～ 3 時 30 分 中ԝ公民館大ホーϧ 40 人

8 月 13 日
前ޕ 10 時～ 11 時 30 分 അ高ೄ文館学श室 34 人
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　⑵　学習内容と成果
　化石と地の学शや調ࠪをとおして、ੲの生き物のこ
とや大地のおいたͪを学Ϳ「長岡ジϡχア化石クϥϒ」
では、これまでに、長岡市で化石が産ग़したւڇや長岡
市で多産する類、ݦඍڸで؍・研究するようなඍࡉ
な化石、それに人ؾの高いཽڪなどを学शの題ࡐとして
きましたが、ࠓ年度は、他の事業との日ఔ上の݉Ͷ߹い
で、ཽڪだけをऔり上͛ました。
　年ྸでの۠分けはࡢ年度と同じく、খ学̐年生から̒
年生をରとしたコース（̖日ఔ）とখ学１年生から３
年生をରとしたコース（̗日ఔ）とに分け、ఆ員はࡢ
年度のਃࠐΈ人数をྀߟしてそれͧれ 12 人と 60 人とし
てื集したところ、̖日ఔは 25 人、̗日ఔは 11� 人の

Ԡืがありました。そのため、྆日ఔとも１回あたり
のఆ員を૿やして、̖日ఔは全員をडけೖれることと
し、̗ 日ఔはఆ員を 80 人にしてநબを行いました。また、
̗日ఔでநબに࿙れた人には実施内༰をややলུしたし
たシϣートコースを加実施することにしました。その
݁Ռ、７月中०から８月中०までのຖि、この行事が
実施されるというঢ়گになりました。
　なお、いͣれのコースも学शޮՌを高めるため、อޢ
者にも参加してもらいました。
　̗日ఔは実施時間３時間（シϣートコースは２時間
30 分）で、学श内༰はҎ下のとおりです。
恐竜の分類と代表的な恐竜：市ൢのཽڪフΟΪϡア 14

３　長岡ジュニア化石クラブ

恐竜フィギュアの観察 ティラノサウルス頭骨模型の観察

　⑴　日程と参加者

コース 実施日 会　場 内　　　༰ 参加者数

#-1�2 � 月 16 日 中ԝ公民館工作室
地。ݩの生体෮ཽڪ。の特ཽڪ。ཽڪの分類と代表的なཽڪ
࣭時代۠分。実物ٴびレϓリカによるࣃと頭֖ࠎの؍。

14 人 �16 人

#-3�4 � 月 1� 日 科学博物館ަྲྀ室 12 人 �16 人

#-5�6 � 月 18 日 中ԝ公民館工作室 1� 人 �14 人

#-411 � 月 23 日 科学博物館ަྲྀ室
同上（ただし、部分的にলུ）

6 人

#-412 � 月 24 日 科学博物館ަྲྀ室 13 人

"1 � 月 30 日 中ԝ公民館工作室 地。ݩの生体෮ཽڪ。の特ཽڪ。ཽڪの分類と代表的なཽڪ
࣭時代۠分。実物ٴびレϓリカによるࣃと頭֖ࠎの֨ࠎ。؍
෮ݩ実श（２ݩ࣍・一部３ݩ࣍）。

23 人

"2 � 月 31 日 中ԝ公民館工作室 24 人

#-��8 8 月 6 日 中ԝ公民館工作室 地。ݩの生体෮ཽڪ。の特ཽڪ。ཽڪの分類と代表的なཽڪ
࣭時代۠分。実物ٴびレϓリカによるࣃと頭֖ࠎの؍。

1� 人 �15 人

#-9�10 8 月 � 日 中ԝ公民館工作室 16 人 �16 人

#-413 8 月 14 日 科学博物館ަྲྀ室

同上（ただし、部分的にলུ）

2 人

#-414�5 8 月 15 日 科学博物館ަྲྀ室 15 人 �2 人

#-41� 8 月 16 日 科学博物館ަྲྀ室 2 人

参加者　240 人
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体ηット（翼ཽٴびट長ཽ֤１体をؚむ）を用いて、ڪ
ཽの大まかな分類と、֤分類܈の代表的なཽڪを学び
ました。このフΟΪϡアのηットは参加者１にͭき
１ηット用ҙし、時間をֻけてৄしく؍できるように
しました。また、他メーカーのフΟΪϡアも多छ用ҙし、
。の多様ੑを学べるようにもしましたཽڪ
恐竜の特徴：ςΟϥϊαウϧスとスςΰαウϧスの෮ݩ
ӓのࠎのఆٛにؔるཽڪ、খ型などを用いてॖ֨ࠎ
؏通のことや、ཽڪのೋ大分類にؔるஏࠎのきを࢝
め、֨ࠎ、体、食ੑなどにͭいて学शしました。
恐竜の生体復元：ཽڪ化石の発۷、ϓレパレーシϣン、
生体෮ݩにͭいて学びました。立ͪ上がってඌをҾき
ͣった࢟のςΟϥϊαウϧスやटを高くͪ࣋上͛た
ϒϥキΦαウϧスなどの古い෮ݩのフΟΪϡアと、最新
の෮ݩのフΟΪϡアとをൺֱしたり、同ܗで৭ҧいの
フΟΪϡアを؍したりしました。
歯と頭蓋骨の観察：実物やレϓリカ、型を用いて、ࣃ
の特や、ೋ重になっている頭֖ࠎにͭいて学びました。
　्脚類では、ςΟϥϊαウϧスの２ࣃछ（いͣれもレ
ϓリカ）、Ϊガϊトαウϧスのࣃ（レϓリカ）、カϧカロ
υントαウϧスのࣃ（実物）、アϧόートαウϧス（ΰ
ϧΰαウϧス）の上・下ֺࠎ（レϓリカ）で、前後にፏ
平でӶく、ࣃڒを࣋った食ཽڪのࣃや、そのฒび方を
。しました؍
　ཽ脚類では、デΟϓロυクスの頭֖ॖࠎখ型と上ֺ
ࣃখ型とॖࠎカマϥαウϧスの頭֖、（レϓリカ）ࠎ

（レϓリカ）を用いて、ཽ 脚類に特的なঢ়のࣃ（デΟ
ϓロυクス）とスϓーンঢ়のࣃ（カマϥαウϧス）とを
。しました؍
　鳥脚類では、パϥαウロロフスのࠨ下ֺࠎ（レϓリカ）
で、多数のࣃがฒͿデンλϧόッςリーや上下のࣃがࡲ
れてܗ成されるᄐ߹໘を؍しました。ᄐ߹໘のଘࡏ
は、ޱの中で食べ物である植物を뱌していたことを示
します。鳥脚類では、また、イάアϊυンの頭֖ॖࠎখ
型とࠎ（実物）、ςスέロαウϧスのࣃ（実物）も
。しました؍
　周০頭類では、トリέϥトϓスのࣃ（実物）と頭֖ࠎ

ॖখ型、パキέフΝロαウϧスのࣃ（実物）を؍し
ました。近年、植物食からࡶ食と改められたトリέϥト
ϓスのࣃはྻをなしてฒんでいてᄐ߹໘があり、植物食
とされてきたことがೲಘできました。
　६類は、ࣃや頭֖ࠎのࢿྉをอ༗していないので、
հすることができませんでした。
　また、ςΟϥϊαウϧスの頭֖ॖࠎখ型（1 ʗ 4）
やΤンυキϟストを用いて、ཽڪの頭֖ࠎがೋ重に
なっていることや、体の大きさとのൺֱではがখさい
こと（頭がѱかったという༁ではない）などを؍しま
した。ςΟϥϊαウϧスの頭֖ॖࠎখ型は２用ҙ
し、１は下ֺࠎを֎して頭֖ࠎの内部をよく؍でき
るようにしています。
関連知識：ཽڪの学शにܽかせない、地࣭時代の۠分や
年代にͭいて学びました。中学校や高学校でशうఔ度
のことだけでなく、研究者レベϧの年代ংࢿྉもѻい
ました。
　̖日ఔはன食ܜٳをڬんで̒時間で実施しました。ޕ
前は̗日ఔと同様の内༰とし、ޕ後は֨ࠎの෮ݩ実शに
ॆてました。教ࡐには、かͭて館で実施した「ཽڪの
時代にഭる」でࢣߨを務めていただいた日本ࣃ科大学新
ׁ生໋ࣃ学部教तの川一先生が੍作されたςΟϥ
ϊαウϧスとカマϥαウϧス、それにΤυϞントαウϧ
スの生体෮ݩ実श用の教（ݩ࣍２）ࡐを使Θせていただ
いて、֨ࠎ෮ݩまでを行いました。また、同じく川先
生が作されたデΟϓロυクスの頭֖ࠎϖーパークϥ
フトの作も行いました。
˔̖日ఔ、̗日ఔともに最後のకめくくりに、大人に
なるころにはཽڪのؔ৺は΄とんどなくなると思う
が、لੈࠓが人ҝによってԹஆ化のੈلとなるࠐݟΈで
あることと、参加者のօがこのੈلの΄とんどのظ間を
通して生ଘするであろうこととを౿まえ、もしࠓ後の人
生の中で地ٿԹஆ化にؔΘってԿか題にૺ۰したら、
２ԯ 3000 ສ年前から 6600 ສ年前までの繁ӫの΄΅全
のことを思いग़して、題ղܾのཽڪ間がԹஆだったظ
手ֻかりを୳ってཉしい、というおをしました。

　　　　　　　　　　　　　（地学研究室　加౻正໌）

ティラノサウルスの骨格復元作業 肉食恐竜の歯の観察
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　⑶　活動内容と成果
　１回目は、Ϊフνϣウをରとして؍ ŋ 集を行っ࠾
たが、ఱにܙまれͣ、少数の個体しか؍できなかっ
た。それでも、このνϣウのอޢ方๏にͭいて参加者全
員でߟえたが、໌るい、ଠཅޫが林চにಧくڥの
֬อ、ͭまり間െが重要であるという݁にୡした。２
回目の؍会ではミϠマηηリは念なことに؍でき
なかったが、３回目の؍会ではメス２頭を࠾集するこ
とができた。य़先の昆虫はग़ظݱ間がい上に、ग़ظݱ
が年によって大෯にҟなり、なかなか؍がしい。
　３回目と５回目に行ったトンϘの؍会では長岡では
ॳめてのΦθイトトンϘを؍することができた。Τκ
イトトンϘと一ॹにいて۠ผはしいがෲഎのϫインά
ϥス型のࠇいൗによって۠ผすることができた。トン
Ϙはछ類数、個体数ともに少なかったがŊ 翅型のカϫ
トンϘやムカシϠンマは多くŊ 飛び方や生息場所のҧい
をؚめてŊ Έんなでߟえながら؍できた。
　後は甲虫類を主に؍を行ったが、ミズキのՖでは
多くのコアΦハナムάリやクロハナムάリにࠞじって、
ハナカミキリやトϥカミキリの類も؍できた。1 頭だ
けだったがŊ しいキΦϏトϥカミキリも࠾集できた。
Ϥπスジハナカミキリやトϥカミキリの類はԫ৭とࠇの
ൗをͪ࣋、スズメόνやアシナガόνにٖଶしている
ことを学んだ。捕虫にೖれたヒメトϥハナムάリはൗ
もࠇとԫ৭でŊ 体型がؙいことからマϧハナόνの類

「昆虫道場」
　⑴　活動の狙い
　;るさとの野山で、νϣウやトンϘをい、;るさと
長岡の๛かな自然を体ݧできるように、قઅをってग़

にٖଶしているとߟえたがŊ の中でもͿんͿん飛び、
そのӋ音はマϧハナόνのホόーリンάの時のものとࣅ
ていてŊ だけではなくௌ֮的にもٖଶしている自然֮ࢹ
のົに৮れて、参加者一同感動した。ヒメトϥハナムά
リはナππόキのՖにݶってݟられたがŊ 個体数は多く
Ŋ いっͺいの中で飛ばせることができた。ナππόキ
のՖにはマメコガωもおしべを食べに集まっていて、ෆ
思ٞな生ଶに;れることができた。Ֆに集まる昆虫は؍
しやすく、しかも個体数は多いことからŊ 会では؍
重ๅするがŊ 開Ֆ時ظの年࣍間ม動は大きくŊ 年により
たり֎れの大きいのがである。
　９回目のクϫガλ؍会は参加人数が多かったためŊ
༧ఆしていた؍ϧートをมえてŊϒナので行ったが、
はͣれ年だったこともあり、࠾集した個体数は少なかっ
た。それでもミϠマクϫガλ、ϊコΪリクϫガλ、コク
ϫガλ、そしてスジクϫガλを؍することができた。
ナϥの木の高いところにいることが多く、発ݟするのは
しかった。樹高 3 ̼΄どの高所で׆動するマイマイカ
ϒリを؍できたのは幸いだった。大きなϠマナメクジ
を食べているのかなʁ
、会をऴえることができ؍もなくނ年も一݅の事ࠓ　
長岡を代表する昆虫を多く؍することができた。࣍年
度はさらにカリキϡϥムを࿅り、よりࣇಐ ŋ 生ెがָし
める会にしたいと思う。

（昆虫研究室　山屋ໜ人）

؍する長岡の代表的な昆虫をݱ ŋ 集できるようにϓ࠾
ロάϥムを編成した。

４　自然体験道場

　⑵　日程と参加者

実施日 動場所׆ 内　　༰ 参加者数

4 月 23 日 東山フΝミリーϥンυ Ϊフνϣウ؍ 10 人

5 月  � 日 東山フΝミリーϥンυ ミϠマηηリ؍ 12 人

5 月 21 日 東山フΝミリーϥンυ খ甲虫の؍ 12 人

5 月 28 日 東山フΝミリーϥンυ θフΟϧス؍ 12 人

6 月  4 日 東山フΝミリーϥンυ トンϘの؍ 14 人

6 月 18 日 東山フΝミリーϥンυ θフΟϧス؍ 10 人

6 月 25 日 東山フΝミリーϥンυ トンϘの؍ 18 人

� 月  2 日 東山フΝミリーϥンυ カミキリムシの؍ 11 人

� 月 16 日 東山フΝミリーϥンυ クϫガλムシの؍ 3� 人

8 月  6 日 東山フΝミリーϥンυ Τκθミの؍ ̐人

8 月 20 日 東山フΝミリーϥンυ 鳴く虫の؍ 13 人

8 月 21 日  博物館展示室 昆虫の໊前調べ ̐人

�15　　ܭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人　　　　　
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た。
「秋の生きもの観察会」
　全２回で、翅目昆虫の؍と୶ਫの؍を行ない
ました。翅目昆虫の؍では、「鳴く虫を୳そう」と
いう׆動झࢫでキリΪリスやウマΦイなどを୳しました
が、念がらͭݟけることはできませんでした。参加者
は地でΤンマコΦロΪやクϧマόッλϞυキなどを࠾
集し、それらをじっくり؍しました。
　୶ਫの؍では市内の用ਫ࿏でλイϫンシジミやυ
ϒガイなどの࠾集を行ないました。ਫ૧の中をΏっくり
動くヒメλχシをෆ思ٞそうにͭݟめる参加者や、数人
でྗڠし用ਫ࿏の中をӭ͗まΘるখڕの࠾集にઓする
。डけられましたݟも࢟
の自然にରするཧڷ動を通して、参加者に׆後もࠓ　
ղをਂめてもらえるよう、内༰を工夫しながら野֎؍
行事をܧ続していきたいと思います。

 

（動物研究室　݈ۚ҆一）

　⑶　活動内容と成果
「カタツムリ観察会」
　全３回の日ఔでのඍখを࠾集؍しました。ॳ
回はΦリΤンςーシϣンとして、博物館内で類標本の
学を༧ఆしていましたが、খ学校のӡ動会シーズンとݟ
重なってしまい、参加者が集まらͣ開࠵できませんでし
た。しかし、２回目Ҏ߱は社寺林や山林の林চに生息す
る類をじっくり؍することができました。
　社寺林ではάϧーϓに分かれてムシΦイガイやΰマガ
イを࠾集؍しました。ීஈイメージするカλπムリに
ൺべると、とてもখさいඍখに参加者はڻき、夢中で
མͪ༿をͻっくりฦし୳していました。
動を通して類の多様ੑを感じてもらうことが׆　
できました。

「川の生きもの観察会」
　２日間連続でྲྀܢの上ྲྀ域と中ྲྀ域でਫ生物を࠾集
しました。ॳ日は川のྲྀれに適Ԡしたਫ昆虫の特؍
やとで生息するछがมΘることなどに目しなが
ら、参加者にਫ生物に׳れ親しんでもらうことから࢝
めました。参加者と一ॹに川ఈの石をͻっくりฦし、石
の表໘をカήロウやトϏέϥが動きまΘると、「すごい、
いっͺいいる！！」とؾݩな声があがりました。
　２日目は会場を同じ川の中ྲྀ域に移し、上ྲྀ域の生物
相とのҧいにͭいてߟえてΈました。前日のݧܦを׆か
し、参加者は石のܺ間やటの中にӅれているਫ生物を
。できていましたݟ々と自ྗで発࣍
　中ྲྀ域では、上ྲྀ域では֬ೝされなかったηスジϢス
リカやαカマキガイなどが؍されました。これらの生
物がൺֱ的ԚれたՏ川に生息することをղઆし、同じՏ
川でも場所によってਫ࣭がม化すること、それにい生
息している生物もมΘってくることなどをղઆしまし

「生きもの観察」
　⑴　概要とねらい
　近に生息する動物を࠾集؍し、ڷの自然の๛か
さを知ってもらうことを目的とした׆動です。市内のখ
学生をରとしており、本年度は「カλπムリ؍会」、

「川の生きもの؍会」、「ळの生きもの؍会」の３ͭ

のςーマにΘけて実施することで、参加者が自分のڵຯ
ある分野をબできるようにしました。
　どのςーマでも、参加者には自分で生物を࠾集しても
らうようにしています。

　⑵　日程と参加者

ςーマ 実施日 動場所׆ 内　༰ 参加者数

カλπムリ؍会

 5 月 28 日 ʕ ʕ  0 人（中ࢭ）

 6 月  4 日 石動ਆ社周辺 類の؍ 11 人

 � 月  9 日 東山フΝミリーϥンυ 類の؍  2 人

川の生きもの؍会
 � 月 23 日 ٢川（上ྲྀ） ਫ生物の؍ 85 人

 � 月 24 日  ٢川（下ྲྀ） ਫ生物の؍ �6 人

ळの生きもの؍会
 9 月 10 日 അ高ೄ文館 翅目昆虫の؍ 32 人

10月  1 日 巣町用ਫ࿏ ୶ਫの؍ 23 人

229　ܭ                                                                                    人　　　　

川の生きもの観察会
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「デジカメで迫る『雪・月・花』」
　⑴　日程と参加者

　⑵　学習内容と成果
に൚用のデジλϧカメϥアμϓλーをڸやԕڸඍݦ　
հして参加者が所༗しているデジλϧカメϥ（カメϥ付
き携ଳిやスマートフΥンをؚむ）を続し、さま͟
まなλーήットを撮影するϓロάϥムに、平成 24 年度
から実施してきた上ϧーϖとಁ໌などをΈ߹Θせ
た撮影でઇ݁থをಁաޫ撮影するϓロάϥムをΈ߹
Θせて実施しました。ܧ続事業である「自然ಓ場」の中
の新ن事業です。
　h ઇ・月・Ֆʱとଧっていますが、ݦඍڸ撮影のର
はՖにݶらͣ、いろいろな物を撮影してΈました。

　ఱ体撮影も、ॳは月をメインλーήットにしました
が、༧උ日もؚめてఱؾがѱくて撮影できなかったので、
ଠཅの撮影にりସえました。
　ઇ݁থの撮影は、Կ日もઃけた༧උ日もؚめて߱ઇに
ੵ、まれͣ、ੵઇ（͟らめઇ）を撮影しました。またܙ
ઇさえແい日や߱ઇをͭ間には、ઇ݁থにؔ連する工
作を行いました。
　参加者が減したので、来年度は撮影ରを۠り、
実施時ظをมえて参加者をื集するようにมߋする༧ఆ
です。　　　　　　　　　　　（地学研究室　加౻正໌）

デジカメアダプターを用いた顕微鏡撮影 積雪の透過光撮影

実施日 会　　　場 内　　　༰ 参加者数

5 月 22 日 中ԝ公民館工作室
さいΘいϓϥザߏ内

ΦリΤンςーシϣン。؟実体ݦඍڸのૢ作๏。デジカメアμϓλー
のݦඍڸとԕڸの続と調整。ςスト撮影。 14 人

� 月 3 日 中ԝ公民館工作室
さいΘいϓϥザߏ内 デジカメアμϓλーを用いたݦඍڸ撮影とԕڸ撮影（地上෩ܠ）。 � 人

10 月 � 日 ଠ田川అ上 デジカメアμϓλーを用いたఱ体（月）のԕڸ撮影。 9 人

11月26�2�日 中ԝ公民館工作室
さいΘいϓϥザߏ内

ઇ݁থ撮影シスςムのߏஙとٖઇ݁থのςスト撮影。デジカメア
μϓλーを用いたఱ体（ଠཅ）のԕڸ撮影。 � 人

12 月 1� 日 中ԝ公民館工作室
さいΘいϓϥザߏ内

ੵઇ（͟らめઇ）の撮影。アイロンϏーズを用いたઇ݁থのアクη
αリーの作。 5 人

12 月 18 日 中ԝ公民館工作室 アイロンϏーズを用いたઇ݁থのアクηαリーの作。 2 人

12 月 24 日 中ԝ公民館工作室 アイロンϏーズを用いたઇ݁থのアクηαリーの作。ٖ΅たん
ઇの作。 3 人

1 月 21 日 科学博物館ަྲྀ室 アイロンϏーズを用いたઇ݁থのアクηαリーの作。ٖ΅たん
ઇの作。ઇ݁থ分類ਤのϓϥ൘アクηαリー作。 5 人

2 月 5 日 科学博物館ަྲྀ室
さいΘいϓϥザߏ内 ੵઇ（͟らめઇ）の撮影。ઇ݁থ分類ਤのϓϥ൘アクηαリー作。 2 人

3 月 18 日 ৴ೱ川科学博物館 デジカメアμϓλーを用いた野鳥のԕڸ撮影。デジカメアμϓ
λーを用いたఱ体（ଠཅ）のԕڸ撮影。 5 人

参加者　Ԇべ 59 人
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　本教室の目的は、Ҩでのさま͟まな׆動を通して、
ೄ文時代のらしや文化をָしく学び、自然とڞ生して
いたೄ文人の技ज़や生׆を体感することです。ྫ 年同様、
ೄ文ث・石ثづくり、アンΪン編Έ、ೄ文クッキーづ
くりなどのϓロάϥムで、実施日は７月 30・31 日の ・༵
日༵の２日間（日ؼり）にઃఆしました。会場は࢙അ

高・三ेҴ場Ҩのഅ高ೄ文館（ؔ原町１丁目）です。
本年度のื集Ҋ内は５月に科学博物館から市内の全খ学
校にメーϧでૹ付し、１日のΈの参加でもԠืできるよ
うにしました。ื 集ఆ員は֤実施日20人です。その݁Ռ、
15 校からܭ 18 人（２年生１人、̐ 年生１人、５年生７人、
̒年生９人）の参加がありました。

５　縄文体験教室

　⑵　学習内容と成果
　ϓロάϥムᶃೄ文ثをͭくってΈよう

　「ྠੵΈ」技๏でثのܗをͭくり、その表໘に೪ඥ
や、やೄ、がらで文様をͭけていきます。ס૩と

　⑴　日程と参加者
　日程

　参加者の内訳

講師及び事務局・スタッフ　（敬称略）
　　ੁপ　（े日町市博物館学芸員）、大ౡయࢠ・田ଜࢠګ・൘ڮπΪ・高ڮアキ（越後アンΪンঝ会）
　　খ۽博࢙・খ林　ಙ・櫻井幸ࢬ（科学博物館学芸員）、ਫౡ　ڤ・野ਫඒ（അ高ೄ文館ઐ員）

学　　校　　໊
５年生 ̒年生 ܭ߹

（人）
学　　校　　໊

２年生 ̐年生 ５年生 ̒年生 ܭ߹
（人）உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ

੨ ༿  খ 学 校 1 1 ࢛  ؙ খ 学 校 1 1 1 3

大 Տ  খ 学 校 1 1  ٢ খ 学 校 1 1

大 ౡ খ 学 校 1 1 ಢ ඌ 東 খ 学 校 1 1

表 町 খ 学 校 1 1 ಢ ඌ 南 খ 学 校 1 1

上 川  খ 学 校 1 1  ી ُ খ 学 校 1 1

上 Ԙ খ 学 校 1 1 2 ෟ ଐ 長 岡 খ 学 校 1 1

ر  が ٰ খ 学 校 1 1  ౡ খ 学 校 1 1

越 ࿏  খ 学 校 1 1 15 （ܭ） 校 1 1 4 3 4 5 18

７月 30 日 ７月 31 日 

9�30 ～ 10�00 ड付・ΦリΤンςーシϣン（教室のઆ໌） 9�30 ～ 10�00 ड付・ΦリΤンςーシϣン（教室のઆ໌）

10�00 ～ 12�00 ϓロάϥムᶃ：ೄ文ثをͭくってΈよう 10�00 ～ 12�00 ϓロάϥムᶆ：ೄ文クッキーをͭくって食
べよう

12�00 ～ 13�00 ன食 ϓロάϥムᶇ：ೄ文をきてΈよう

13�00 ～ 14�30 ϓロάϥムᶄ：石ثをͭくってΈようᾇ 12�00 ～ 13�00 ன食

石ثをͭかってΈよう 13�00 ～ 14�30 ϓロάϥムᶈ：編Έ物 	 アンΪン 
 をͭくっ
てΈよう

14�30 ～ 15�50 ϓロάϥムᶅ：石ثをͭくってΈようᾈ 15�50 ～ 16�00 あとかたづけ、第２日目のまとめ

15�50 ～ 16�00 あとかたづけ、第１日目のまとめ



ＮＫＨ（長岡市立科学博物館報）　№１０１（２０１７） 15

ম成のため後日डけ渡しですが、「いͭできるのʁ」「ָ
しΈ！」とͪԕしい様ࢠでした。
プログラム②石器をつくってみよう⑴・つかってみよう
を行いました。本ݧの体ٷ石のじりづくりと༵ࠇ　
物の石ثに৮れた後、༵ࠇ石をੇޒఝやࣛの角の先を
使ってׂります。ྗがいるためۤઓしました。
プログラム③石器をつくってみよう⑵
　「ೄ文人を超えるૉఢなट০りをͭくる」を目標に
石を紙やすりや石でり、さま͟まなܗの個ੑ的なट০
りができあがりました。
プログラム④縄文クッキーをつくって食べよう
　Ҩ上での植物؍後、石でのクϧミׂり、アクൈき
したトνϊミなどのࡐྉとԘをࠞͥてͭͿす作業を行
い、フϥイパンでমいて成です。「ຖ日ͭくるの大ม！」
と、ݱ代との食生׆のҧいにがٴびました。
プログラム⑤縄文服を着てみよう
　े日町市博物館よりおआりした、アンΪン編Έのιデ
ナシをࢼணしました。「重い」「思ったよりॊらかい」「
のにおいがする」などの感がとびだし、े日町市博物
館学芸員・ੁ পさんのղઆに全員でࣖをけていました。
　その後、ιデナシをணたまま、ثや石ثを࣋って記
念撮影をしました。
プログラム⑥編みもの（アンギン）をつくってみよう
　越後アンΪンঝ会のΈなさんから、アンΪン編Έの
コースλーづくりを教えていただきました。カϥムシ

（）のણҡを使い、Ϥコࢳをλςࢳで݁Ϳことはҙ֎
にしい様ࢠ。集中してऔりんでいました。
　ϓロάϥムᶇとあΘせ、やෑ物をͭくるための時間
や、ࡐྉのྔ、からણҡをऔりग़す方๏などの࣭を
डけました。ೄ文の生׆様式や植物ར用に目するきっ
かけになった体ݧでした。

　⑶　寄せられた参加児童の感想

◆にがかったクッキー
四郎丸小学校２年　大﨑　智恵

　じΐうもんじだいはトνϊミやクϧミなどをͭかって
クッキーをͭくっていました。たいんでした。にがかっ
たけど、あいじΐうがこもっていてΈんなできΐうりΐ
くできてよかったです。

◆むずかしかった石けづり
四郎丸小学校４年　大﨑　倫弘

　石をけづったら、しろいこながでてきたのでびっくり
しました。あと、あΈものが、すごくたいんだったけ
どおばさんがおしえてくれたので、じΐうͣにできてう
れしかったです。
　じΐうもん時代はたいんなんだなとやっておもいま
した。ものを、たいせͭにしたいです。

◆縄文体験教室の感想
希望が丘小学校５年　櫛谷　圭亮

　΅くは、ೄ文体ݧ教室でָしかったことは、最ॳにあっ
たೄ文ث作りです。Ͷんどから少しখさいけどثが
作れてうれしかったです。
　じり作りは、こくようせきでじりを三角ܗΈたい
にしかのͭのでやってΈたけどなかなかできなかったの
でく͗で、できました。ೄ文人の人はしかのͭのでじ
りを作っていたので、すごかったです。
をͭかいました。的になかなかたらなくてくやٷ　
しかったです。でもೄ文人の人はٷで動物をしとめて
いたんだな～と思い、すごいと思いました。
　まがۄ作りは、えんͽͭで下ॻきしてから紙やすりで
こすって、時間ΪリΪリまでがんばりました。ͥんͥん
お手本といっしΐじΌなかったのがくやしかったです。
　ೄ文体ݧで分かったことは、ೄ文人の人々は、ೄ文体
でやったことすべてができていたということに、ؔ৺ݧ
をͪ࣋ました。

◆土器と石器を作ったよ
栖吉小学校５年　五十嵐　遙久

　ೄ文教室が࢝まって最ॳにثを作りました。ྠੵΈ
で作っていきました。ਫでͶんのྠっかとྠっかを
くっ付けました。５～̒だんੵんだところでとっきをͭ
けました。ࠓ度はਫだとমくときにとれるので、べい
というのりΈたいのでணしました。とどくのがָしΈ
です。他にも༵ࠇ石でじりを作ったり、ٷをうった
り、石でまがۄを作ったりしました。و重な体ݧがで
きたのでうれしかったです。ࠓ度はまたผのに参加した
いです。

◆がんばった結果の達成感 !!
青葉台小学校５年　近藤　唯花

　はじめは、きんͪΐうして、なれなくてよくできませ
んでした。はじめにثを作った時、大มで、同じ人間
なのにこんなにスΰイのを使っている事をびっくりしま
した。࣍に、石ثは、場所によって、とてもよくΘれま
した。ٷをした時は、大มでした。まがۄは、とって
もָしかったです。よくΈがいたら、ͭるͭるになりま
した。それに加工がしやすかったです。ޕ後になったら
りんさんとはなΈさんとよくすることができたのし
かったです。また、いきたいと思いました。

◆むずかしかった土器づくり
越路西小学校５年　青柳　英佑

　Ͷんをఈにͭけることがいͪばんたいんでした。
ͭ͗、作るときは、もっとうまく作りたいです。ੲ使っ
たように使ってΈたいです。
　でも、΅くが一番作りたかったのは、ՐԌثΈたい
な、もようがͪΌんとってるثがͭくりたかったで
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す。
　ՐԌثがってるように、΅くの作ったثもっ
てるといいです。

◆初めての石器作り
上塩小学校５年　佐藤　貫太

　΅くは、࢝めての石ث作りで本物と自分のでは、かん
たんかとおもって作ったけどͥんͥんͪがうܗになって
しまい、でも΅くは、༵ࠇ石という石を使って作れてと
てもよかったです。
　その࣍の石ث作りは、まがۄ作りでは、石というと
てもやΘらかい石を作って加工していき好きなܗにして
いくという体ݧで、΅くは、思っていたܗとͪがったけ
どとてもいいたいけんになりました。

◆縄文体験教室の思いで
上塩小学校６年　水口　悠陽

　΅くは、ॳめてೄ文体ݧをしました。࢝めにث作り
をしました。ܗをどれにしようかなやΈました。その݁
Ռܗをมえながら作ることにしました。ܗをมえるのが
とても大มだったけどきれいに作れてよかったです。
石でじりを作りました。けͣるのが大มで༵ࠇに࣍　
した。だけど上手にできたのでよかったです。ੲの人は、
シカのͭのを使ってけͣっていたとฉいたのですごいな
と思いました。
　体ݧを通してੲの人々の発と技ज़に新ためてڵຯを
。ましたͪ࣋

◆縄文人は気長だなぁ。
大島小学校６年　飯浜　彩葉

ݧ作りを体ۄじり、まが、ث回教室に参加してࠓ　
させてもらいました。ث作りは、೪からඞ要なだけ
をऔり、こͶたり、のばしたりをԿ回もくりฦしました。
本ならば自然の中からͭݟけग़し、作らなければなり
ません。それを自分たͪの生׆のために、全て४උをす
るには、どれも長い時間がかかります。一ͭやೋͭでは
ないのでߟえるととてもؾがԕくなりそうです。ࠓのࢲ
ୡのらしでは、Կでもす͙ങえるというとても幸せな
はຖ日೪をこͶてたらとてもർれると思ࢲ。ですڥ
う͙らい大มでした。でもλイムスリッϓがग़来るのな
らば、このݧܦを׆かして生׆してΈたいです。

◆初体験！石器作り
表町小学校６年　鈴木　佑依子

　νϥシをもらった時に、行きたい！とす͙に思いまし
た。なͥかは分からないけれど、石ثにັྗを感じて、
一度、作ってΈたいと思っていました。
　でも実際に作ってΈて、思っていたものと、ͣいͿん
ͪがいました。まͣ、༵ࠇ石がすべて真っࠇというΘけ
ではありませんでした。むらさきっΆかったり、ͪΌ

いろっΆかったりで、カϥフϧでした。
　作る工ఔも૾とͪがっていました。石ث作りはガン
ガンとたたくものだと思っていたのに実際はখさなఝや
ଠいしかなどの角でΰリΰリけͣっていく地ຯな作業で
した。ࡉいఝにྗをೖれるので指が௧くなりました。
　ग़来上がりはܗはෆ֨好だったけど、ͭやͭやしてき
れいだったのでຬでした。作った石ثでङりはできな
いけれど、ࢲのๅ物になりました。

◆きちょうな一日
上川西小学校６年　高橋　鈴

。をしましたݧ体ٷۄやまがثは、അ高ೄ文館でࢲ　
一番しかったのは、じり作りです。じりのもと（石）
がかたす͗てく͗でもけͣれませんでした。
　２番目はアンΪン編Έがしかったです。を作った
らԿ時間いや１ि間Ҏ上かかりそうです。３番目は、
はとう͛いのͶんどよりかんそうしやث作りです。ث
すくておもった;うに作れなかったです。
　とてもきͪΐうな体ݧでした。これからもೄ文時代の
ことをもっと知りたいです。

◆縄文体験をしてみて
附属長岡小学校６年　高橋　花実

まで、社会科のत業があまり好きではありまࠓ、はࢲ　
せんでした。けれど、ೄ文時代のثを作ったり、クッ
キーにあん͗んあΈを作ったり、いろいろな体ݧをし、
ೄ文時代のྺ࢙を知ることができました。ೄ文時代のྺ
の時代がどれだけศརかどれだけָࠓ、を知ることで࢙
に生׆していることかを知りました。この体ݧをしてࠓ
まで知らなかった日本のྺ࢙を知れたし、社会のおもし
ろさが分かりました。最後にこの体ݧをさせてくれた人
に感ँしたいです。ありがとうご͟いました。

ʻ୲者からʼ　ࠓ年度は、Ҏ前から学年ࣇಐの参加
石を使用しない２日目༵ࠇ、の声をडけていたためر
にか͗って５・̒学年Ҏ下の参加者をडけೖれました。
せられた感文からは、参加者がೄ文文化に৮れد　
様々に৺を動かしたことが分かります。ここからさらに、
֤々がೄ文文化にରするڵຯ・ؔ৺を育てていくのでは
ないかと思います。
　最後に、参加者のΈなさんやそのご家、ごྗڠいた
だきましたࢣߨの先生方にްくおྱਃしあ͛ます。

（അ高ೄ文館　野ਫඒ）
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　平成 19 年度から࢝めた「ྺ࢙学श教室」は平成 2� 年
度に、特に「長岡」にこだΘって、ωーミンάを「長岡
学श教室」とସえ、2࢙ྺ 年目となります。
　֓要はҎ下のとおりです。

　⑴　ねらい
　ᶃ科学博物館が所ଂする、本物のྺࢿ࢙ྉ（古文ॻ、
ಃ࣓ث、古મなど）に;れながら、ྺ࢙研究の進め方や
ָしさを学Ϳ。
　ᶄ科学博物館やڷ࢙ྉ館、ਤॻ館などのར用の方
を知り、一人でもྺ࢙の調べ学शができるྗを、ָしく
にͭける。

　⑶　対　象
　長岡市内ࡏ住のখ・中学生 20 人ఔ度をื集、อޢ者
や一ൠ参加もडけೖれました。ࠓ年度はࣇಐ 12 ໊、อ
者ޢ 5 ໊が参加しました。

　⑷　学習内容
ᶃ̒月 12 日 　　「ੲの物に;れる」
　会場：長岡市中ԝ公民館館 304　参加者 13 ໊
　はじめに、参加ࣇಐがこの教室でどんなことを知りた
いかを֬ೝしました。ੲの町、家、物、らしͿり、人
のण໋、長岡、അ高Ҩなどがあがりました。ੲ（江
戸時代）のことにؔ৺をもͭࣇಐがෳ数いたので、まͣ
１֊科学博物館ྺ࢙展示コーナーとこの日から開展した
第 6 回長岡ൡ主野家の至ๅ展の展示ղઆを行いました。
　ͭづいて教室で、ᶃೄ文ث・ᶄ石ث（石 ・石༵ࠇ᭲・
にד）・ᶅΤンフΟーϧυॐ・ᶆ๒・ᶇ古મ・ᶈۄ
実際に;れながら、どんなことがΘかるのか、どんな໘
നさがあるのか、どのようにしたらٙにͭいて調べる

　⑵　参加者の内訳

ことができるのかなどをઆ໌して、ྺ࢙研究のやり方や
目的、知ることのָしさにͭいて学शしました。
　参加ࣇಐから、「本物のࢿྉに;れて手৮りや重さを
知ることができた」・「ษڧしたことをれないようにメ
Ϟをしっかりとることの大さを知った」などの感が
ありました。

ᶄ̒月 19 日 　　「長岡の江戸時代を୳る」
　会場：長岡Ӻ周辺（幸町～表町近辺）　参加者 13 ໊
　さいΘいϓϥザをग़発として、長岡工業高校前～ઍ
手（ڵ国寺）～༄原をาきました。ᶃ地の高、ᶅ
地ଳの樹छのબఆ・װまΘり・生育ڥのอ全と人のؔ
Θり、ᶆ角地の住宅น໘のܗঢ়、ᶇ住居配ஔとޫ࠾、ᶈ
ਆ社に特༗の石ࡐとӡൖܦ࿏、ᶉখ林ދ三・༤ࣣの
上࢙できる町の特やྺ؍জ実ଶなど、าきながらݦ
の人物とのؔΘりを中৺に学शを進めました。
　行く先々で参加ࣇಐから熱৺な࣭があり、2 時間 30
分と長い時間のフΟーϧυϫークでしたがڵຯؔ৺が࣋
続すること、ྺ࢙を؍するྗを育てることにޮՌが
あったようです。参加ࣇಐから、「地ਤのݟ方がΘかった」
・「年ྠや౯にڵຯをもった」などの感がありました。

ᶅ̒月 26 日 　　「長岡のྺ࢙を調べる」
　会場：長岡市中ԝ公民館 304　参加者 9 ໊
　「長岡のྺ࢙を調べる」というςーマで、ᶃ前回の८
Ԡ年間長岡下ֆਤのൺֱしながら「ੲのܚコースをݟ
ಓがࠓもっている場所」୳し、ᶄ長岡ൡ主野家࢙ྉ
館で「ޚ三֊」や「長岡下町型」から建物やಓ・樹
木などの再ݱ、ᶅࣈ体からྺ࢙上の人物の個ੑなどをಡ
Έղく、ᶆ博物館ࢿྉ（ॻ・े手・మઔ・Րೄॐ・
に৮れるを通して「調べ方を学Ϳ」ことを中৺に学（ڸ
शを進めました。参加者は熱৺に、そして、しばしば感
ܹしながらしや࢙ࢿྉにしてくれました。࣭も׆
発にग़て、参加者のڵຯؔ৺が高まったようです。参加
ڻっていることにもたくさんࠓಐから、「ੲのಓがࣇ
いた」・「ੲの教科ॻは大きかったがܰかった」などの感
がありました。

６　長岡歴史学習教室 

学校໊・学年
Φϒザーόー・อޢ者・一ൠ参加

人数
உ・ঁ

　　　　大　　　ౡ　খ　学　校・２年 ０・１
　　　　　　ʏ　　　　　　　　・５年 ０・１
 が ٰ　খ　学　校・３年 ر　　　　 １・０
೭　上　খ　学　校・１年　ࡕ　　　　 １・０
　　　　　　ʏ　　　　　　　　 ・３年 １・１
　ؙ　খ　学　校・３年　࢛　　　　 １・０
　　　　๛　　　田　খ　学　校・̐年 ０・１
　　　　中　　　ౡ　খ　学　校・１年 １・０
　　　　新ׁ大学ෟଐ長岡খ学校・１年 ０・１
　　　　　　ʏ　　　　　　　　・３年 １・０
　　　　　　ʏ　　　　　　　　・̒年 １・０
　　　　Φϒザーόー・อޢ者・一ൠ参加 ３・２

�1）ܭ߹　　　　　　　　　　　　 人） 10・７

第２回「長岡の江戸時代を探る」千手興国寺にて
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ᶆ７月３日 　「長岡のྺ࢙をޠろう！」
　会場：長岡市中ԝ公民館 304 教室　参加者 � ໊
　「長岡のྺ࢙をޠろう！」というςーマで、参加ࣇಐ
の࣭の回を中৺に学शを進めました。また、΄か
に、ᶃ前回参加ࣇಐから࣭のあった「長岡の方ݴ」、
ᶄϫϥ（フカάπ・ズッϖ）に৮れるというメχϡー
も加えて、調べ方、特චされることをઆ໌しました。
　参加ࣇಐは෩अや所用でܽ੮（໊̒）が多く、໊̐と
少なかったのですが、熱৺に参加していました。࣭も
発にग़て、「もっとやって΄しい」という声がग़たこ׆
とは୲者としてたいんうれしかったです。参加ࣇಐ
からは、「ੲのことばがࠓのことばとͪがっておどろい
た」・「ϫϥで作った長ۺはܰかったけれどνクνクして
ཤきごごͪがѱかった」などの感がありました。

　⑸　参加児童の感想
◆たんけんたのしかったです

　　　　　　　　　　中島小学校 1 年　吉田　翔一
　たんけんしたことがたのしかったです。ͪͣをΈたこ
とです。さいΘいϓϥザからじんじΌまであるきました。
コマい͵がいました。れきしがありました。
　えきはむかししろはんͿんだったことがΘかりまし
た。もけいもΈました。むかしのものもさΘれました。
ΘらのくͭをさΘってͪくͪくしました。はっくͭ΅く
もしたかったです。べんきΐうしてたのしかったです。

◆れきし教室のかんそう
　　　　　　　　　　阪之上小学校 3 年　乙川　大和

　΅くが、いͪばんたのしかったのは、ೋ回目の時のえ
きの΄うにあるいていったときです。࢛回目の時にさ
ΘったΘらでできたスリッパとなが͙ͭをさΘったらν
クνクしていました。かがくはくͿͭかんには、むかし
に、ͭかったどう͙が、たくさんありました。ೋ回目の
あるいてたらえどじだいからのこっていたಓをなんこか
けました。こうこく寺には、খ林とらさͿろうのはͭݟ
かが、ありました。
　さいごに、いͪばんたのしかったことは、れきしえお

先生から教えてもらってれきしをいっͺいお΅えてとっ
てもたのしかったです。΅くは、しΐうらいのΏめがあ
ります。いっͺいべんڧしてれきしも、いっͺいお΅え
てかっこいいྺ࢙はかせに、なりたいです。

◆楽しかった事
　　　　　　　　　　豊田小学校 4 年　高橋　明夕

が一番ָしかったことは、カϒトを、かͿれたことࢲ　
です。かなり重かったです。かなり重かったのでびっく
りしました。
　これからもྺ࢙のษڧをして、どんどん知しき;やし
たいです。
　広井先生どうもありがとうご͟いました。

　⑹　歴史学習教室をふりかえって
　全̐回の教室に続けて参加することは、たいんなこ
とだと思いますが、ࠓ年度も、ࣇಐはՄなݶり続けて
参加してくれました。
　ΘからないことがだんだんΘかるようになる、ͻとͭ
のことがղܾしたらまたผのٙがग़て調べてΈる、そ
んなܧ続してษڧしていくことのָしさをえるという
ことをҙࣝをしながら指導しました。
たݟྉをまͫかにࢿຯؔ৺は、やはり本物のڵಐのࣇ　
り、৮れたりすることで、飛༂的に高まるようです。「Θ
らのくͭをさΘってͪくͪくしました」、「Θらでできた
スリッパとなが͙ͭをさΘったらνクνクしていまし
た」、「かなり重かったです。かなり重かったのでびっく
りしました」、ࢠどもたͪの新なڻきを知ることが
できました。
　科学博物館がཧする博物館ࢿྉのޮՌ的な׆用のあ
り方を୳るため、ࠓ後もࢠどもたͪのことばを大にし
ていきたいと思います。

学श教室をきっかけとして、長岡のྺ࢙回の長岡ྺࠓ　
「࢜博࢙ྺ」のັྗをえる࢙はもͪろん広く人間のྺ࢙
の生をظしています。　　（ྺ࢙研究室　広井　）

第３回　みんな熱心にメモをとっています

第６回　昔のサムライの格好をしてみました
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　本年度より新たに࢝めたখ学生けのηミナーです。
展示έースにֹをԡし付け夢中で標本をͭݟめる来館者
をݟかけ、来館者と標本とのڑがもっとॖまるػ会を
ͭくりたいとߟえ、開࠵しました。
　本׆動では博物館が所ଂする標本をガϥスέース越し
ではなく間近で؍してもらうことで、参加者に様々な
発ݟやؾづきを࣋ってもらうことを大にしています。
　ϓロάϥムを通して市内に生息する動物にؔする知ࣝ
をਂめてもらうとともに、動物の生ଶやその研究の໘ന
さをえることを目的としています。

　⑵　活動内容
　อޢ者同で２回実施しました。ࠓ回はʠ食べるʡを
ςーマとし、動物のʠ食い分けʡにͭいてߟえました。
　動物はඞͣʠ他の生物を食べるʡというところをى
に、動物にとって餌が大なこと、様々な餌を食べる動
物がおり、それͧれのઁ餌ثがその餌を食べやすいܗ
ঢ়になっていることを֬ೝし、最後に食い分けにͭいて
ղઆしました。
　最ॳに市内に生息する昆虫、྆生・ᗡ虫類、鳥類、ᄡ
ೕ類の写真をөしながら、ʠこの動物の໊前を知ってい
るかなʁʡ、ʠどんなところにいるかなʁʡなどと࣭し、
参加者にえてもらいながら、ඞ要にԠじて֤छの生ଶ
をઆ໌しました。
　写真をݟऴΘったところで、ݟࠓたこれらが全て動物
であることを参加者に֬ೝしました。参加者のೝࣝがそ
ろったところで、ʠでは、動物ってどんな生物だろうʁʡ
と、動物のڞ通にͭいていかけてΈると、「脚が̐
本」、「ࠎがある」など様々なえがฦってきました。ग़
てきたえを一ͭ一ͭূݕしながら、Έんなで動物にڞ
通することはԿだろうとߟえてΈました。్中からはอ
してもらいましたが、大人の方も一ॹྗڠ者の方にもޢ
に「うーん、改めてฉかれるとԿだろうʁ」と頭をͻͶ
り、親ࢠで相ஊしながらָしそうにνϟレンジしてくれ
ました。
　やがて、写真の動物たͪは全て、ʠ他の生物を食べて
生きているʡというえにたどりணきました。ҙݟがま
とまったところで、動物にとって餌がとても重要である
ことをղઆし、自然քにおいて動物は自分の餌は自ྗで
とるしかないことをえました。食べること（餌を֫ಘ
すること）が自の໋に݁する題であることに参加
者がؾづいたところで、ࠓ度は動物のޱ（ઁ餌ث）に

目してΈました。
をөしだࢠむ様ࠐを捕らえてҿΈڕ食ੑのカϫウがڕ　
し、ᭉঢ়になったᅏがれるڕをಀがしにくくしている
ことをհすると、参加者は動物のޱが餌を食べやすい
ように適Ԡしていると感じऔってくれたようでした。
　後は部屋を移動し、鳥類標本を؍してもらいまし
た。ීஈのガϥスέース越しとはҧい、目の前にฒͿ標
本に、参加者はとてもڵฃしていたようで、思い思いの
角度から標本を؍したり、念ೖりに撮影したりしなが
ら、標本をݟてؾづいたことを࣍々にอޢ者の方に報告
していました。一通り؍がऴΘったところで、標本の
ԣに立ͪ、ʠこの鳥はԿを食べているでしΐうʁʡと参
加者に࣭してΈました。ଠいᅏでछࢠをׂって食べる
イカϧ、下した長いᅏでటの中のカχなどを捕まえる
νϡウシϟクシΪなど、ઁ餌ثに特のあるछをબび
展示していたのですが、参加者は࣭されるとす͙に、
標本の鳥たͪのᅏや௺に目し、そのܗঢ়から餌動物を
。してくれましたߟ
　ઁ餌ثがその餌をޮྑく食べられるܗঢ়になって
いることを標本を使って参加者が再֬ೝしたところで、
最後に̒ͭの標本をݟൺべてもらいました。このうͪ３
ͭは市内にも生息しているハイλカଐ３छの標本でޓい
に体の大きさがҟなります。る３ͭは֤λカの餌とな
る鳥で、やはりそれͧれ体のαイズがҟなります。ハイ
λカଐ３छがԿを食べているかにͭいては、そのᅏやӶ
い௺のܗঢ়から「食だ」となくえがฦってきまし
たし、一部の参加者は他の鳥を食べていることもݴい
ててくれました。࣍にもう一度ハイλカଐ３छの標本を
いにඇৗޓ、ൺべてもらい体の大きさはҟなるもののݟ
にࣅていることを参加者にؾづいてもらい、３छが同じ
άϧーϓにଐしていることをղઆしました。そこでࠓ度
は֤λカがどの鳥を餌にしているかをฉき、同じ様に鳥
を食べるλカでも、体の大きさによって捕食ରとなる
鳥がมΘることをઆ໌します。そして最後にʠもし、３
छのλカが同じ鳥を餌にしていたらどうなるだろうʡと
いかけました。餌の֫ಘが自の໋に݁する題で
あることを知っている参加者は、同じ餌をめ͙って３छ
類のλカがു߹せすれば、ޓいにৡらܹͣしく૪うこと
はす͙に૾できたようでした。このような競૪を回ආ
するため、同じような餌を食べる動物は他のछと餌や࠾
食๏をͣらしてڞଘしていること、このようなݱを食
い分けということをհし、まとめとしました。
　ऴྃ後参加者からは、「ࢠどもも大人もڵຯを࣋って
ָしくษڧできた」、「標本を間近でݟられてྑかった」、

どもとࢠ日知った動物をࠓ」、「どもが感動していたࢠ」
୳しにग़かけてݟようと思う」などの感をいただきま
した。来館者のٙや知的好ح৺にԠえられるϓロάϥ
ムとなるよう、ߋなる内༰のॆ実をਤっていきたいと思
います。

（動物研究室　鳥居憲親）

　⑴　日程と参加者数

７　動物のふしぎをさぐってみよう！

実　　施　　日 参加者数

� 月 2 日  41 人

8 月 � 日   36 人
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　平成 2� 年度からܧ続の事業です。त業の中に科学博
物館のར用をऔりೖれてもらえるように、長岡市内のখ・
中学校（一部高学校）けに、学校と博物館の間のૹ
迎を行うとともに、展示ղઆや体ݧ学शのメχϡーを४
උし、リクΤストにԠじて実施しました。
に分け、それͧれ実施ظの２ظ後・ظ年度同様、前ࡢ　
のおよそ２か月前ࠒにื集ظ間をઃけました。ࠓ年度の

ར用は前ظ 6 ݅・後ظ 9 ݅で、前ظ・後ظともر校す
べてをडけೖれることができました。主に学年୯Ґのར
用で、一部は人数とόスఆ員の߹により 2 ͭのάϧー
ϓに分け、前後でར用時間ଳをͣらしてもらうよう調
整したέースがありました。
　また、部׆動でのར用で展示ղઆが１݅あるなど、ࡢ
年度にはݟられなかったέースがありました。 

８　バスで行く科博見学・体験学習

●前期
 間：̒月７日 ～７月８日ظ　
　　　　日ॕ日・博物館ٳ館日をআく

実施日 学校໊ 学年・学ڃ 人数 ར用メχϡー（ղઆ）（体ݧ） ୲者

6 月 8 日   ી ُ খ 学 校 6 年 108 （ղઆ）ੲの人のらし・ੲのಓ۩
（ղઆ）長岡のྺ࢙ 広井

6 月 14 日  与 ൘ খ 学 校 6 年 63 （ղઆ）長岡のྺ࢙ 広井

6 月 15 日  ಢ ඌ 東 খ 学 校 3 年 58
（ղઆ）長岡の自然とྺ࢙
（体ݧ）;れてΈよう　Ӌの;し͗
（体ݧ）さΘってΈよう　ੲの物

広井・
鳥居（憲）

6 月 21 日  Ӝ  খ 学 校 5 年 15 （ղઆ）長岡の自然とྺ࢙ 広井

6 月 23 日  ࠽  খ 学 校 3 年 29 （ղઆ）長岡の自然とྺ࢙ 広井

� 月 8 日  上  খ 学 校 3 年 86 （ղઆ）ੲの人のらし・ੲのಓ۩
（体ݧ）さΘってΈよう　ੲの物 広井

校　̒݅　359̒　ܭ߹ 人

体験　とちの実ペイント 解説　長岡の自然
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実施内容
長岡の」「࢙長岡の自然とྺ」年度は、展示ղઆはࠓ　
山間部・平野部・ւ؛部の生物」「ヒυロμマリスଐւ
ミϣウシーのお」「長岡の地ڇ ・࣭化石・地地൫ࡂ」

「ੲの人のらし・ੲのಓ۩」「長岡のྺ࢙」「重要文化
財」「生物・岩石標本および自然科学写真展示会（後ظ
のΈ）」の 8 ͭ、体ݧ学शは「;れてΈよう　Ӌの;し͗」

「石のݟ分け方」「さΘってΈよう　ੲの物」「とͪの実
ϖイント（後ظのΈ）」の̐ͭのメχϡーを用ҙし、ղઆ・
体ݧともその他にͭいてはԠ相ஊとしました。
のΈ߹Θせ方や時間配分ݧ年度同様、ղઆと体ࡢ　
も、事前の相ஊで学校ଆの߹に߹Θせてߏ成するなど
して、رにԠじるよう調整しました。
　体ݧ学शの指導にͭいては、通ৗ、学芸員一人でରԠ
しているため、大人数での実施がࠔな場߹があります。
そのようなέースではローςーシϣン੍にし、体ݧとݟ
学の２άϧーϓに分けて、それͧれ学芸員を配ஔしೖれ
ସえながら実施するなど、時間内は博物館をָしんでも
らえるよう、ରԠを工夫しました。
　前ظ・後ظとも、খ学３年生Ҏ上の教科「社会科」の

学शにؔ連して「ੲのらし」「ੲのಓ۩」「長岡のྺ࢙」
にͭいての展示ղઆ・体ݧ学शのར用が多く、これに他
の分野と߹Θせたར用もؚめると全体で 10 ݅ありまし
た。ݟ学では、Ҵ作のಓ۩やཆࢋのಓ۩をじっくりݟて、
ಓ۩のࡐྉやͭくり、動ྗ、ݱ代のಓ۩とのҧいなどを
学शし、֤自でスέッνやメϞなどをしていました。
　またࠓ年度は、খ学 1・2 年生の教科である「生׆科」
の׆動として体ݧ学शのΈのέース、やはり生׆科の中
で展示ղઆと߹Θせて公ڞ施ઃにͭいて学शをしたいと
いうέースもありました。これらのからも、ࡢ年度Ҏ
上に、博物館ར用の多様なリクΤストにԠじたܗとなっ
たとߟえています。
年度Ҏ上に、多様なࠓ、年度Ҏ߱の՝題としては࣍　
ར用にԠじ、よりར用しやすい事業としていくが͛ڍ
られます。また、長岡の生物にؔする展示を、ཧ科や૯
߹的な学शの時間の学शに׆用できるようなϓロάϥム
をむなども՝題の一ͭとߟえています。

（植物研究室　櫻井幸ࢬ）

●後期
間：10ظ　 月 18 日 ～ 12 月 2 日 
　　　　日ॕ日・博物館ٳ館日をআく

実施日 学校໊ 学年・学ڃ 人
数 ར用メχϡー（ݟ学）（体ݧ） ୲者

10 月 19 日  長 岡  学 校 খ学部～
高部 16 （体ݧ）;れてΈよう　Ӌの;し͗ 鳥居（憲）

10 月 31 日  東  中 学 校 科学部 14 （ղઆ）長岡の山間部・平野部・ւ؛部の生物 櫻井

11 月 10 日   ٢ খ 学 校 1 年 �1 （体ݧ）とͪの実ϖイント 櫻井

11 月 18 日  中೭ౡ中ԝখ学校 3 年 49 （ղઆ）ੲのらし・ੲのಓ۩
（体ݧ）さΘってΈよう　ੲの物 広井

11 月 22 日  中 野 ມ খ 学 校 3 年 6
（ղઆ）長岡の自然とྺ࢙
（体ݧ）さΘってΈよう　ੲの物
（体ݧ）とͪの実ϖイント

広井・櫻井

11 月 29 日  上  খ 学 校 ͻまΘり学ڃ 22 （ղઆ）長岡の山間部・平野部・ւ؛部の生物
（体ݧ）とͪの実ϖイント 櫻井

11 月 30 日   戸 খ 学 校 3 年 22 （ղઆ）ੲの人のらし・ੲのಓ۩
（体ݧ）さΘってΈよう　ੲの物 広井

12 月 1 日  ੨ ༿  খ 学 校 2 年 �1

（体ݧ）;れてΈよう　Ӌの;し͗
（体ݧ）とͪの実ϖイント
（体ݧ）石のݟ分け方
（体ݧ）さΘってΈよう　ੲの物

広井・加౻・
櫻井・

鳥居（憲）

12 月 2 日   ౡ খ 学 校 1 年 32
（ղઆ）長岡の山間部・平野部・ւ؛部の生物
（ղઆ）ヒυロμマリスଐւڇ「ミϣウシー」のお
（その他）公ڞ施ઃݟ学にͭいて

加౻・ۚ҆・
鳥居（憲）

９校　９݅　303　ܭ߹ 人
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　⑶　学習内容と成果
前ޕ　 11 時から 12 時までの実施時間１時間のうͪ、前
の 15 分をਫ博物館のཪଆઆ໌、中൫の 25 分で餌の
આ໌をฉきながら、餌を作ってもらい、その後、自分で
作った餌をࣂ育生物に与えてもらいました。
ᶃཪଆઆ໌
　ཪଆではೖりんだࣂ育ઃඋの配をよけながら進Έ
ます。ਫをきれいにするᖤաઃඋ、空ؾをૹるコンϓレッ
αーやਫԹをコントローϧするヒーλーٴびクーϥーな
ど「生物をࣂ育するڥを作る」ためのػցઃඋにͭい
てཧղしてもらいました。表ଆからはݟることがग़来な
いػցઃඋに参加者たͪも感৺していたようです。
ᶄ餌づくり
　参加者からイカなどのࡐྉをࣂ育生物が食べやすいよ
うに様々な大きさに加工してもらいます。
　ීஈ、แ丁をػͭ࣋会の少ないࢠどもたͪは࢛ۤീۤ
していましたが、ࣂ育員の指導やの手ॿけによって
餌を成させていました。家での調ཧの参ߟにもなると
いう感もありました。
ᶅ餌やり
　作った餌はミズμコやλカアシガχ、ϐϥϧクなどに
やりました。また、ఱީなどの݅がྑい時はカϞメに
ϫカαΪを与える体ݧもやりました。
　֤回とも時間の੍や館内作業の߹でϓロάϥムの
内༰をएׯมߋさせてもらいましたが、ウミガメや大き
なϐϥϧクが自分の作った餌をいよく食べるのをݟて

もらい、ڻきと感動を࣋っていただいたようでした。　
　　　　　　　（寺ധਫ博物館　Ԟ田　५）

　⑴　ねらい 
　「親ࢠΘくΘくڕϥンυ」は、ਫ博物館のཪଆをݟ
学しながら、ࣂ育生物の餌作り、給餌を体ݧすることに
よって、ਫ博物館のしくΈやਫ生生物にରするཧղを
ਂめ、ࢠどもたͪのڵຯをݺびىこすことを目的に、市
町ଜ߹ซ前の旧寺ധ町時代の平成 12 年度から行ってい

る事業です。
　平成 20 年度からは、熱中！感動！夢づくり教育推進
事業の一にҐஔづけ、ࠓ年度は夏ٳΈظ間中のՐ༵日
に５回、9 月から 11 月の日༵日に 11 回のܭ 16 回実施
しました。

９　親子わくわく魚ランド

　⑵　日程と参加者

月　日
参 加 人 数

月　日
参 加 人 数

大　人 こども ܭ 大　人 こども ܭ
� 月 26 日  1 人  1 人 2 人 10 月　2 日  2 人 1 人 3 人
8 月　2 日  4 人  5 人 9 人 10 月　9 日  4 人 4 人 8 人
8 月　9 日  4 人  6 人 10 人 10 月 23 日  2 人 3 人 5 人
8 月 16 日  5 人  5 人 10 人 10 月 30 日  3 人 5 人 8 人
8 月 23 日  1 人  4 人 5 人 11 月　6 日  1 人 3 人 4 人
9 月　4 日  4 人  4 人 8 人 11 月 13 日  3 人 4 人 � 人
9 月 11 日  5 人  � 人 12 人 11 月 2� 日  1 人 1 人 2 人
9 月 18 日  4 人  3 人 � 人
9 月 25 日  1 人  1 人 2 人 ܭ 45 人 5� 人 102 人

クラゲの解説

無脊椎動物の解説
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　⑴　ねらい 
　ਫ博物館でࣂ育している生物とࣂ育ઃඋをখ学校
ିしग़し、ࣇಐが実際にࣂ育体ݧする事業です。ただݟ
るだけではなく、自分たͪでਫԹのཧ、ਫ૧のਗ਼・
ਫえ、餌やり、؍といった体ݧをして、生物を࣊し

　⑶　学習内容と成果
ᶃ ४උ作業
　ॳ日は生物をࣂ育するਫ૧の४උです。ԣ 90DN、ॎ
45DN のਫ૧ 1 本を用ҙ。それにর໌ث۩などのઃඋそ
れͧれ分のൖೖをࣇಐと一ॹに行いました。
　その後、ਫ博物館のࣂ育୲者からࣂ育する生物の
特、適するਫԹのঢ়ଶやਫ૧のআ、ਫのえ方など

「ਫ生生物をࣂ育するためにඞ要なこと」にͭいてのઆ໌
を行います。人工ւਫの作り方のઆ໌と実ԋも行います。

ᶄ生物のൖೖ
　続いてਫ૧内の岩やւなどのηッςΟンάを行い、
いよいよࣂ育生物のൖೖとなります。日市খ学校では

む৺や生物にରするし方、ྗ؍の育成をਤることを
目的としています。
　ຖ年̐月に市内の֤খ学校にҊ内を行い、ࠓ年度 2 校
で実施しました。

ナンϤウハΪとカクレクマϊミということでࣇಐは時
公開中のөըの主人公にتびながらൖೖをݟकっていま
した。上খ国খ学校のਫ૧は「寺ധのւのΏりかごਫ૧」
と題し、ਫ博物館真下のւでその夏に࠾औした生物を
ೖれるもので、一ݟ地ຯなਫ૧ながら、多छ多様な生物
にࣇಐのڵຯがどんどんΘいてくるのを感じる事ができ
ました。
　餌のछ類ٴび与え方にͭいてのઆ໌を行い、ࣂ育方๏
にͭいての࣭に回します。ਗ਼をする、餌をやる
などのׂるܭやຖ日ਫ૧のਫԹをえるਫを、
分୲を行うことになっており、Ҏ後ఫऩまでࣇಐたͪに
よるਫ生生物のࣂ育が࢝まります。

ᶅߨ
　それͧれの学校でرが༗った場߹はࣂ育生物や生息
年度は２校とも、それͧࠓ。を行いますߨなどのڥ
れࣂ育している生物の生ଶにͪなんだߨを実施し、ࣂ
育୲の学年ࣇಐにཧղしқいよう行いました。これに
よってࣂ育生物のཧղがよりਂまったと感じました。

ᶆఫऩ
と生物のఫऩを行います。ਫࡐػࢿ間の最ऴ日にはظ　
૧の周りやਫ૧にはࣇಐたͪによって໊ڕ൘や০りͭ
けが行Θれており、大に໘をݟていた様ࢠがえま
す。ࣇಐたͪは長ظ間にΘたり؍して໘をݟた生物
たͪがいなくなるのはऐしいようです。しかし、この間
にࣇಐのօさんが؍した成Ռには目をݟுるものがあ
ります。ࣇಐたͪの؍日記をݟるとਫ博物館の୲
者も感৺することが多くあります。ただ「ݟる」という
だけの؍から、「さΘってΈる」「育ててΈる」「調べ
てΈる」と発展させることにより、ૉらしい成Ռがग़
ていました。
続して実施しܧ、や要を౿まえݟ後も学校ଆのҙࠓ　
ていきたいと思います。

（寺ധਫ博物館　Ԟ田　५）

10　移動水族博物館

最終日のお別れ会

児童の飼育生物イラスト

　⑵　日程と参加者

学校໊ 間　　　ظ 参加ࣇಐ数 育　生　物　ࣂ

日市খ学校  6 月 21 日から � 月 29 日 1ŋ2 年生 � 人 ナンϤウハΪ・カクレクマϊミ

上খ国খ学校 10 月 18 日から 11 月 30 日 1ŋ2 年生 9 人 ւのΏりかごਫ૧：メジナ・アミメハΪ
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　⑴　ねらい
　平成 22 年度からの事業で、ࣇಐたͪにਫ博物館の
ਫ生生物のղઆや体ݧを通して、長岡のւ、川などの自
然ڥやਫ生生物のڵຯやཧղをਂめ、は͙くむػ会
を૿やしてもらうため、寺ധࢧ所所༗のマイクロόスで
খ学校からਫ博物館との間をૹ迎する事業です。一部

　⑶　学習内容と成果
　֤খ学校ともਫ博物館౸ணがޕ前 10 時前後となる
ようにग़発しますので、ԕいখ学校では９時前に学校を
ग़発していました。౸ண後、最ॳにؔݰ前でਫ博物館
のઆ໌を行った後、館内を自༝にݟ学してもらったり、
খ学校のرにԊった࣭会、生物ղઆ、;れあい体ݧ、
ཪଆݟ学などの学शϓロάϥムを実施しました。ීஈฉ
けないࣂ育のۤ࿑やリクガメなどとの;れあい、ཪଆ
をਂめ「しむ৺࣊ຯやڵ生物や自然の」学を通してݟ
ることができたのではないかと思います。

　学शϓロάϥムやݟ学がऴΘった後、ؔݰ前にてࣇಐ
からの࣭をडけ付けます。
　最後にόスりࠐΈ学校とります。ਫ博物館
をग़発する時間は給食の時間に間に߹うようにする学校
がຆどでしたが、学校によっては寺ധ地域のݟ学をซせ
て行い、ڕの市場通りのݟ学などを続けて実施するとこ
ろもありました。
　参加した学校からは、ࠓ後もܧ続して行っていただき
たいとの要も多数いただいております。

（寺ധਫ博物館　Ԟ田　५）

খ学校は寺ധࢧ所のマイクロόスではなく、学校所ࡏ地
域ࢧ所のマイクロόスを用いています。
　̐月に市内の֤খ学校にҊ内を行い、ࠓ年度は、ਃし
Έがࠐ 22 校、30 回分ありました。

11　バスですいぞくかんどきどき体験

サメの解説の様子

水族博物館玄関で説明

　⑵　日程と参加者

学校໊ 月　日 参加ࣇಐ数 学校໊ 月　日 参加ࣇಐ数

与 ൘ খ 学 校 6 月 6・� 日 2 年生　53 人 がٰখ学校ر  � 月 14 日 特ผࢧԉ学ڃ 11 人

上 通 খ 学 校 6 月 10 日 1 年生　24 人  野 町 খ 学 校 � 月 20・21 日   1 年生　51 人

ਆ 田 খ 学 校 6 月 21 日 1 年生　21 人 日 ٢ খ 学 校  � 月 22 日 1ŋ2 年生　21 人

ٶ 本 খ 学 校 6 月 21 日 1 年生　22 人 前 川 খ 学 校 9 月 2・8 日   1 年生　35 人

Ӝ  খ 学 校 6 月 28 日 3 年生　1� 人 上 খ 国 খ 学 校 9 月 5 日 1ŋ2 年生　 9 人

新  学 校 ̒月 29 日・７月５日 1ŋ2 年生　53 人 東 谷 খ 学 校 9 月 6 日 1ŋ2 年生　22 人

大 Տ  খ 学 校 6 月 30 日 1 年生　34 人 ࠽  খ 学 校 9 月 9 日 2 年生　23 人

上  খ 学 校 � 月 4 日 特ผࢧԉ学ڃ 12 人 日 越 খ 学 校 9 月 12・21 日   1 年生　59 人

川 ޱ খ 学 校 � 月 8 日 1 年生　38 人 े 日 町 খ 学 校 9 月 13 日 1ŋ2 年生　24 人

前 川 খ 学 校 � 月 11 日 2 年生　26 人 山 谷  খ 学 校 9 月 15 日   3 年生　16 人

新 町 খ 学 校 � 月 12・19 日 1 年生　62 人 ਂ  খ 学 校 9 月 20 日 1ŋ2 年生　11 人

石 ࡔ খ 学 校 � 月 13 日 2 ～ 4 年生 24 人 日 越 খ 学 校 9 月 23 日 特ผࢧԉ学ڃ 16 人

22　ܭ߹ 校　30 回　6�4 人
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　長岡市അ高ೄ文館が୲して行った事業です。ೄ文時
代にかかΘるत業や֤छの体ݧ学शを学芸員・ઐ員が
֤学校にग़いて実施しました。
　ग़前त業では、地域の近なҨをऔり上͛ೄ文文化
のཧղとؔ৺を育てること、ग़前体ݧ学शでは実物ࢿ
ྉに৮れ、またクϥフトϫークでೄ文人のらしを体感
しڵຯをもͭきっかけをͭくることを目的としていま
す。実際には、「ೄ文ग़前त業」で２छ類、「ೄ文ग़前体

　⑴　メニュー・利用実績一覧
①縄文出前授業

②縄文出前授業

学श」で５छ類のメχϡーを用ҙし、その他Φーμーݧ
メイυのメχϡーも作成して行いました。
　খ学校の社会科や૯߹学शのत業のิॿ、あるいは地
域の学शやクϥϒ׆動、校内行事の一として、Ԇべ
23 校 30 ݅ 8�2 人のར用がありました。そのうͪ３݅が
ग़前त業で、それҎ֎はग़前体ݧ学शです。実施時ظは
̐月下०から 10 月にΘたり、年度の上ظ、特に夏
 。Έ前に多く実施しましたٳ

12　縄文出前授業・体験学習

№ λイトϧ 内　　　　　　༰ ର　 実施時ظ ར用実

1
しらべてΈよう～
Րԍ（かえん）ثと
長岡のೄ文時代

長岡のྺ࢙的シンϘϧ「Րԍث」（国重要文化財、
അ高ೄ文館所ଂ）や、ར用校の地域のೄ文Ҩにス
ϙットをあてながら、長岡市域のೄ文文化を学शし
ます。所要時間１時ݶ分～。 খ学̒年生～

中学生
通年

２校
２݅
69 人

2
くらべてΈよう～
ೄ文時代と生時代

長岡のҨから発۷されたग़などに৮れなが
ら、ೄ文時代と生時代の特৭やそのҧいをߟえて
Έます。所要時間１時ݶ分～。

１校
１݅
24 人

３校　３݅　93　ܭ߹ 人

№ λイトϧ 内　　　　　　༰ ର　 実施時ظ ར用実

1
ೄ文ثをͭくって
Έよう

ೄ文ثの特にͭいて学शするとともに、調߹し
た೪でখܗのثを成ܗして、ೄや工۩で文様を
ͭけて上͛ます。所要時間は２時ݶ分～。˞ס૩
とম成のظ間がඞ要なため、成・डけ渡しは後日

খ学̒年生～
中学生

̐月下०～
11 月

̐校
̒݅

121 人

2
ೄ文時代のまがۄを
ͭくってΈよう

ೄ文時代の石ثや۩にͭいて学शし、石と
石代Θりの紙やすりを使って、ೄ文時代のまがۄを
ͭくります。所要時間１時ݶ分～。

̐校
̐݅

161 人

3
ೄ文時代の食体ݧ

「トνの実クッキー」

１回目にトνのൽむきを行い、１ि間のアクൈき
後、２回目にクッキーをͭくってࢼ食します。所要
時間（ൽむき）１時ݶ分（調ཧ・ࢼ食）２時ݶ分～。

１校
１݅
26 人

4
ೄ文時代のՐおこし
にνϟレンジ

ϞミΪリ式のಓ۩（ヒキリ൘、ヒキリΪω）を使っ
て、ೄ文時代のՐおこしをάϧーϓϫークで体ݧし
ます。所要時間１時ݶ分～。

̐校
̐݅
�9 人

5
さΘってΈよう
ೄ文時代のಓ۩

実際にҨから発۷されたೄ文ثや石ث類を手に
とって؍し、ೄ文時代のಓ۩にͭいて学शします。
所要時間１時ݶ分～。

̐校
̒݅

223 人

6 Φーμーメイυ
ʰ༵ࠇ石のじりづくり 、ɦh థづくり 、ɦh アンΪ
ン編Έ体ݧ 、ɦh をってΈようࡊ石で野༵ࠇ 、ɦh ク
ϧミを石でׂってΈようʱ

３校
̒݅

169 人

20　ܭ߹ 校　2� ݅　��9 人
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　⑵　学習内容と成果
①縄文出前授業
　ϓロジΣクλーとパϫーϙイントをར用し、近なೄ
文Ҩをとりあ͛、ೄ文時代にؔするत業を実施しまし
た。近年では体ݧ学शの事前学शとしてऔりೖれる学校
も多く、ࠓ年度実施の３݅全てで、日か後日に体ݧ学
शを実施しました。
　ग़前त業では、長岡市がもͭ๛なҨの写真と多छ
多様な実物ࢿྉを׆かし、できるか͗りೄ文文化をリア
ϧに体感できるत業をめ͟して、要所で実物ࢿྉの৮
をऔりೖれています。
　また、学校の所ࡏ地域のೄ文Ҩをհし、ೄ文文化
をより近くに感じてももらうことにめました。教科ॻ
から飛びग़したような実物ࢿྉと߹Θせ、長岡とೄ文文
化にͭいてڵຯؔ৺をもͭきっかけとなったと思います。
②縄文出前体験学習
　ここ数年では、クϥϒ׆動や学校行事でのར用が目
立って૿加しています。中には５年生Ҏ下の学年のࣇಐ
も参加する行事としての実施もあり、学年のࢠどもた
ͪにೄ文時代・文化をいかにΘかりやすくղઆするかな
ど、新たな工夫が՝題となっています。
縄文土器をつくってみよう
　ೄ文時代の大きな特であるثづくりでは、ೄ文時
代と同じ技๏を使って೪でܗをͭくり、文様を施しま
す。事前にհしたೄ文ثをまͶたものから、個々の
発を生かしたものまで様々な作がͭくられました。
縄文時代のまが玉をつくってみよう
石から、石代Θりの紙やすり２छ類を使っ角い࢛　
てまがۄのܗをりग़し、ຏきあ͛ます。
　ൺֱ的作業が༰қであること、まがۄというキϟッ
νーなアイςムであることから、参加者に５年生Ҏ下を
ؚむクϥϒ׆動や学校行事に多くར用されました。
縄文時代の食体験「トチの実クッキー」
　長岡市内でとれたトνやクϧミを使い、木の実をアク
ൈきして食べられるঢ়ଶにする作業、石を使ってクϧミ
をׂり中をऔりग़す体ݧ、クリやナガイϞ・Ԙなどを
加え、ͭͿしࠞͥてমく調ཧを行いました。
縄文時代の火おこしにチャレンジ
　ೄ文時代に使Θれていたであろう技๏（ϞミΪリ）を
൝ごとに実施しています。ணՐまでͻたすらヒキリΪω
を回సさせる大มさを実感してもらった後、ख़࿅者は１
分かからͣにணՐさせることやೄ文時代Ҏ߱に導ೖされ
たՐおこし๏（マイΪリ）などをհしました。
さわってみよう縄文時代の道具
　実物ࢿྉが๛な博物館の特ੑを生かした体ݧです。
渡されたࢿྉにこΘごΘ৮る、目の前でじっくり؍す
る、表໘をくまなくなでる、など最ॳのԠはۓு感や
ฃにຬͪています。「文様」「重さ、手৮り、い」「೪ڵ
にࠞͥられているもの」などのいかけで、؍のϙ
イントに目をけてもらいました。

オーダーメイドメニュー
・黒曜石の矢じりづくり　༵ࠇ石のഁยから、ఝやࣛの
角でのԡѹണでじりをͭくります。
・土笛づくり　長岡市内のҨでग़したథを参ߟに、
೪で空洞をٿͭ࣋をͭくり表໘に০を施します。
・アンギン編み体験　̒ઍ年前のࢿྉでも֬ೝできる編
Έ方で、 10 ηンν࢛方のコースλーをͭくります。
・黒曜石で野菜を切ってみよう　ナイフやじりづくり
にར用された༵ࠇ石のӶいれຯを、野ࡊをることで
体感します。
・石でクルミを割ってみよう　ೄ文人の石ثར用として
҆山岩などの石でクϧミをׂり、中をऔりग़します。
　どのメχϡーも「こんなことできるんだ」「ೄ文人す
ごい」などの声をฉくことができ、ೄ文人たͪの文化や
らしから、ख़࿅の技と人間の手事のՄੑにؾ付く
体ݧ学शとなりました。

（അ高ೄ文館　野ਫ　ඒ）

縄文出前体験学習・縄文まが玉をつくってみよう

オーダーメイド・黒曜石で野菜をきってみよう
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　科学博物館、寺ധਫ博物館、༔ٱ山খ動物園の３施ઃで 14 校 38 人をडけೖれました。

13　中学生の職場体験

学　　校 学年 間・日付ظ 人数 動　内　༰　׆ 会　場 ୲　

寺 ധ 中 学 校 ２年 ̒月16・1�日 ２ ਫ博物館のઆ໌、ਫ૧のਗ਼とਫえ、マリ
ンガーϧิॿ、餌作りと給餌 ਫ博物館 ਫ博物館

大 ౡ 中 学 校 ２年 ７月５・̒日

２ 博物館施ઃのઆ໌、ࢿྉ整ཧ、調ࠪ研究 科学博物館 部࢙ྺ
地学部

１ 動物園の༝来આ໌、展示のਗ਼、餌やり、園
内ඒ化׆動

༔ٱ山
খ動物園

༔ٱ山
খ動物園

ळ ༿ 中 学 校 ２年 ７月７日 ３ 博物館施ઃのઆ໌、ී׆ٴ動४උ 科学博物館 植物部

越 ࿏ 中 学 校 ２年 ７月７日 ５ 動物園の༝来આ໌、展示のਗ਼、餌やり、園
内ඒ化׆動

༔ٱ山
খ動物園

༔ٱ山
খ動物園

東  中 学 校 ２年 ７月12～14日

１ 博物館施ઃのઆ໌、学芸員業務のઆ໌、ࢿྉ整
ཧ、ී׆ٴ動४උ 科学博物館

部࢙ྺ
動物部
植物部

２ ਫ博物館のઆ໌、ਫ૧のਗ਼とਫえ、マリ
ンガーϧิॿ、餌作りと給餌 ਫ博物館 ਫ博物館

̐ 動物園の༝来આ໌、展示のਗ਼、餌やり、園
内ඒ化׆動

༔ٱ山
খ動物園

༔ٱ山
খ動物園

Ѵ 岡 中 学 校 ２年 ７月2�・28日 １ 博物館施ઃのઆ໌、展示ղઆ体ݧ、ड付業務ิ
ॿ、ී׆ٴ動४උ 科学博物館 動物部

地学部

岡 南 中 学 校 ２年 ７月2�～29日 １ 動物園の༝来આ໌、展示のਗ਼、餌やり、園
内ඒ化׆動

༔ٱ山
খ動物園

༔ٱ山
খ動物園

東 中 学 校 ２年 ８月９・10日 ２ 、ྉ整ཧࢿ、動४උ、博物館施ઃのઆ໌׆ٴී
調ࠪ研究 科学博物館 植物部

部࢙ྺ

山古ࢤ中学校 ２年 8月23・24日 １ 動物園の༝来આ໌、展示のਗ਼、餌やり、園
内ඒ化׆動

༔ٱ山
খ動物園

༔ٱ山
খ動物園

అ 岡 中 学 校 ２年

8月22～24日 １ 博物館施ઃのઆ໌、学芸員業務のઆ໌、ࢿྉ整
ཧ、い߹ΘせରԠ 科学博物館

部࢙ྺ
動物部
植物部

8月23～25日 ３ 動物園の༝来આ໌、展示のਗ਼、餌やり、園
内ඒ化׆動

༔ٱ山
খ動物園

༔ٱ山
খ動物園

 中 学 校 ２年 8月25・26日 ２ 動物園の༝来આ໌、展示のਗ਼、餌やり、園
内ඒ化׆動

༔ٱ山
খ動物園

༔ٱ山
খ動物園

ٶ 内 中 学 校 ２年 ９月28日 ２ ਫ博物館のઆ໌、ਫ૧のਗ਼とਫえ、マリ
ンガーϧิॿ、餌作りと給餌 ਫ博物館 ਫ博物館

南 中 学 校 ３年 9月28～30日 ５ 学芸員業務のઆ໌、ී׆ٴ動४උ、ࢿྉ整ཧ 科学博物館
部࢙ྺ
植物部
動物部
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平成 28 年度県下生物・岩石標本展示会（第 65 回）・自然科学写真展示会（第 58 回）
　長岡市立科学博物館では、自然の؍・研究を通して自然อޢ思のීٴ上を目的とし、新ׁ県内のࣇಐ・生ెを
ରに、標本展示会と自然科学写真展示会をຖ年開࠵しています。標本展示会の植物・昆虫・その他の動物部では最
も༏れた作に長岡市教育長、すべての部で༏れた作にۚ・ۜ・ྗがत与されます。
　平成 28 年度は、さいΘいϓϥザ内の中ԝ公民館大ホーϧを会場に 10 月 18 日 から 10 月 30 日 の 13 日間開࠵しま
した。参ߟग़をআくग़݅数は全体で 90 ݅（94 人）、参加校数は 41 校、ظ間中のೖ場者は 66� 人でした。

　金子　　碧˖　上越市ޒஐ周辺のؼ化植物の࠾集
　倉辻　柊成˓　平山のༀ
　大崎　　繭˓　ϲๆ周辺のシμ植物調ࠪ
上越市立東本町খ学校
　松井　心生˕　ܵւ؛のւ～ւ～
上越市立南本町খ学校
　古川　志穂˖　近にある植物
े日町市立े日町খ学校
　加藤　海夏˕　あたご山の植物
े日町市立দ೭山খ学校
　福原　　陽˓　দ೭山の夏の植物標本
渡市立真野খ学校ࠤ
　笠井　瑛太˕　あい川おりとむらのしΐくͿͭ（はる
　　　　　　　　ʵなͭ）
新ׁ市立༗໌খ学校
　鳥谷　麻子˓　食べる植物ਤؑ～ࢲのάリーンレシϐ～

〈中学校〉 
上越教育大学ෟଐ中学校
　磯野　　泉˖　高田公園周辺の植物
　草間　一貴　　զが家の植物
　島田　悠伊˖　近な樹木とົ高で自生する樹木
　山本　朔耶˖　家の周りの植物～１年を通して～
　北條　里桜˖　҆塚۠ਢ川の植物
　板倉さくら　　三۠の田、ਫݯ地周辺の植物

学校賞（新潟県教育長賞）

খ学校　上越教育大学附属小学校
中学校　上越教育大学附属中学校

出品者名簿

（★：長岡市教育長賞、◎：金賞、○：銀賞、◇：努力賞）

植物標本の部

〈小学校〉 
長岡市立੨༿খ学校
　山﨑　朱莉◎　Θたしの町のしΐくͿͭ～य़と夏～
長岡市立ܡখ学校
　鈴木　アイ◇　お༑ୡのおうͪのാのՖ
　田井　　彩　　のാでݟたՖ
　田井　優大˖　家の近くで育てている植物たͪ
　田井　佑弥　　学校の様々な植物
　土田和佳菜　　夏のՖに学Ϳ
　鳥羽　美咲　　ാに࡙くՖ
ദ࡚市立田খ学校
　小林　祐翔˓　いえのまΘりのしΐくͿͭ
　伊藤　瑞貴˖　にいがたとかしΘ͟きのしΐくͿͭ
上越教育大学ෟଐখ学校
　五十嵐　郁˖　しΐくͿͭͻΐう΄ん
　古川　萌衣˓　しだのなかまたͪ
　加藤　槇乙˒　上越市三۠の里山の植物܈མ

ʪग़ঢ়گʫ

生物・岩石標本展示会
自然科学

写真展示会 展示会全体
植物標本 昆虫標本 その他の

動物標本 岩石・化石標本

খ 中 ܭ খ 中 高 ܭ খ 中 ܭ খ 中 ܭ খ 中 ܭ খ 中 高 ܭ

学 校 数 10 4 14 11 4 1 16 10 5 15 � 1 8 1 2 3 30 10 1 41

ग़  ݅ 数 21 9 30 14 6 1 21 12 8 20 � 8 15 1 3 4 55 34 1 90

ग़  者 数 21 9 30 14 8 1 23 12 8 20 � 8 15 1 5 6 55 38 1 94

ग़   数 �91 498 1289 32 18 2 52 24 1� 41 1�� 250 42� 1 80 81 - - - -
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上越市立中学校
　武田　心夢　　植物標本～大ౡ۠の植物～
े日町市立দ೭山中学校
　樋口　奈々˖　দ೭山中学校周辺の植物
े日町市立े日町中学校
　加藤　里夏　　ޚባ山の植物（田川ଆ）

●昆虫標本の部
〈小学校〉
長岡市立表町খ学校
　恩田悠一朗˖　νϣウとトンϘと甲虫の生ଶ
長岡市立寺ധখ学校
　坪谷　礼善˓　中越地方の甲虫 2016 ～寺ധと周辺の
　　　　　　　　地いき～
長岡市立上川খ学校
　坂爪　民悦˖　カミキリ虫の標本
খઍ谷市立ઘখ学校
　和田　健吾˓　昆虫のはͶと脚
খઍ谷市立খઍ谷খ学校
　佐藤　璃風˓　トンϘの標本
ദ࡚市立ߥখ学校
　石野　和磨˓　甲虫࠾集
ദ࡚市立野খ学校
　廣田　悠青˓　夏にͭݟけた甲虫の標本
　廣田　一青˓　֗౮に集まる甲虫と集まらない甲虫
　　　　　　　　のͪがい
上越教育大学ෟଐখ学校
　柏本　　龍˖　にかんじのもりのͪΐうとトンϘ
　織部　太智˖　य़型と夏型のҧい
　嶋田　和桜˕　νϣウのͻΈͭ～̐年間の࠾集で分
　　　　　　　かったこと～
上越市立東本町খ学校
　佐藤　成仁˕　ົ高市൹ଠ地۠ 2016 里山の甲虫
上越市立田খ学校
　山本滉太郎˕　上越ົ高でとれたカメムシの間
　　　　　　　　とਫ生昆虫
ົ高市立൹ଠখ学校
　飯塚　蒼空˕　νϣウ࠾集記（2015年ळ～2016年夏）
　　　　　　　　上越・ົ高市֗地～高原一ଳのνϣウ
　　　　　　　　（1BSU2）

〈中学校〉 
ԏ市立分ਫ中学校
　田辺　　亮˓  昆虫の標本
上越教育大学ෟଐ中学校
　北川佳弥乃˖　ޫのある甲虫
　佐藤　正宗˕　ົ高市൹ଠ地۠のի
　村藤　伶緒˖　上越・ົ高地域の甲虫標本
南ڕপ市立ेޒ中学校
　桑原大貴・南雲洋紀・若井文哉˓　

　΄たるの里・おদの・મᔹ公園のトンϘ調ࠪの標本
　（他にηミ・νϣウ類）
新ׁ市立上山中学校
　鈴木　夢叶˒　新ٰྕの昆虫

〈高等学校〉
新ׁ県立ദ࡚高学校
　江口　一馬˕　ദ࡚地域の地表ੑ昆虫܈集ߏのղ
　　　　　　　　໌とߟ

●その他の動物標本の部
〈小学校〉
長岡市立大ౡখ学校
　寺井　那和˓　٢川の生き物調べ 2016
新ׁ大学教育学部ෟଐ長岡খ学校
　山本　流水˓　ٶ川地۠を中৺にあͭめたのͻΐう
　　　　　　　　本にͭいて
ദ࡚市立田খ学校
　矢代　　和˕　年間で集めたദ࡚の
上越教育大学ෟଐখ学校
　平田眞穂里˕　ւ؛でरったにͭいてʵ上越地域を
　　　　　　　　中৺にʵ
上越市立൧খ学校
　松本彩瑛子˓　川のڕ
上越市立東本町খ学校
　松井　心生˕　ܵւ؛のւ～生ଶとඬண～
　阿彦　柊哉˖　上越市の川とւで࠾集した生きている
　山岸　舜太˖　ଧͪ上͛の࠾集
上越市立上下খ学校
　藤原　　柊˓　छのҧう３ͭの֨ࠎ標本ʵマμイ、ホ
　　　　　　　　ウϘウ、ウマρϥハΪʵ
上越市立高ࢤখ学校
　石川　友翔˕　クϞの標本
ԏ市立٢田খ学校
　清水　陽向˖　の標本
新ׁ市立ೲখ学校
　倉部　杏夢˖　間　寺ധの

〈中学校〉 
ദ࡚市立ਸ਼ึ中学校
　川村　和輝˒　ദ࡚の標本と研究
上越教育大学ෟଐ中学校
　竹田　彩美˓　夏のڕのࣖ石
　金澤　優輝˖　とւ、࠭場と岩場で࠾れるのҧい
　風間　大誠˖　࡚֟中ԝւ؛の
　高倉　大樹˖　江、ถ山、石ւ؛の֪
上越市立中学校
　穴澤　　颯˓　上越地方に生息するカχの標本
े日町市立দ೭山中学校
　小野塚颯太˖　アΦμイシϣウの֨ࠎ標本（頭なし）



ＮＫＨ（長岡市立科学博物館報）　№１０１（２０１７）30

新ׁ県立南中教育学校
　小林　颯香˕　े日町市のクϞの標本

●岩石・化石標本の部
〈小学校〉
長岡市立与൘খ学校
　岩下　祐翔˓　三国川とਫແ川の岩石にͭいて
上越教育大学ෟଐখ学校
　平田　宝睦˕　࠾集化石の分ੳからփ௺にͭいてߟ
　　　　　　　　えるʵ地と化石からݟるڥのม化ʵ
上越市立൧খ学校
　山田　優空˖　ϥベンμーϏーνと市ৼւ؛とڥ川の
　　　　　　　　岩石～৭のͪがいをさ͙ろう～
上越市立東本町খ学校
　松井　大志˖　親ෆ知ւ؛のՐ成岩・たいせき岩・
　　　　　　　　んせい岩
上越市立上Ӣ寺খ学校
　宮本　優音˕　ڕࢳ川ւ؛と上越ۚ谷山の岩石～ൺか
　　　　　　　　く・Θかったこと
南ڕপ市立後山খ学校
　髙橋　志翔˖　ւಓೋւ܊ീӢ町で࠾れた化石
新ׁ市立༗໌খ学校
　小松　友俐　　化石のクリーχンάとアンϞナイトの
　　　　　　　　ͻΈͭ

〈中学校〉
上越教育大学ෟଐ中学校　
　大谷　将寛　　ඣ川のՏ原の岩石と根知川のՏ原の岩石
　渡部　光稀˖　ڕࢳ川のՏ川・ւ؛の岩石調ࠪ
　金井　七音˖　੨ււ؛の岩石
　小川あかり　　新ׁ県ڕࢳ川市ࠇඣ山の化石標本
　杉田菜々花　　ڕࢳ川のւ؛の石
　中静ひとみ　　親ෆ知ւ؛の石
　鈴木　知征˓　൧田川の岩石標本
　田中　歩夢　　ਫ辺の岩石標本

●自然科学写真の部
〈小学校〉
新ׁ大学教育学部ෟଐ新ׁখ学校
　古泉　修行˕　月のຬͪܽけ～ 29 のإ～

〈中学校〉
上越教育大学ෟଐ中学校
　水澤　花菜˓　月のຬͪܽけの؍
上越市立江中学校
　長井謙樹・秦　駿紀˖　ਫ૧のϓϥンクトンの研究
　小林芽生・小林歩生˖　上越市中ԝ 5 丁目؍音寺ႀ
　　　　　　　　　　　　のϓϥンクトンの研究ᶘ

●参考出品
〈小学校〉
ദ࡚市立田৲খ学校
　丸山　笙馬　　かしΘ͟き市かる井川のきのこͻΐう本

講　評

植物標本の部
上越教育大学大学Ӄ学校教育ܥ教त（৹ࠪ長）ޒඦ川༟
新ׁ県立新ׁ南高学校教་　　　　　　　　川通博
上越市立҆塚中学校校長　　　　　　　　　　内ل夫
新ׁ県立新発田高学校教་　　　　　　　ඌ行
新ׁ県立খઍ谷高学校教་　　　　　　　　石ᖒ成実
新ׁ大学教育学部।教त　　　　　　　　　　ࢤլ　ོ

年のग़は、খ学校ࠓ　 10 校 21 年ࡢ）݅ 8 校 14 ݅）、
中学校 4 校 9 年ࡢ）݅ 6 校 23 ݅）で、ࡢ年度とൺべ、
খ学校でग़校数とग़݅数が૿えたのはうれしいこと
です。中学校ではग़校数とग़݅数ともに減少したの
は少し念でした。ٛ務教育における自然体ݧの重要ੑ
が指摘されている中、体ݧだけにཹまらない科学的な୳
究׆動として、植物؍および、そのॆ実にͭながる標
本作がීٴし、ग़数が૿加することをظしていま
す。
　৹ࠪ員でし߹ったߨධをҎ下に記します。 
ᶃྑかった 
　ᾇ　長ظ間にΘたる標本࠾集 
め࢝集を࠾集したものや、य़から࠾続してܧ年からࡢ　
てقઅをมえてܧ続したものがありました。夏ٳΈظ間
だけでなく、قઅや年によるม化もҙࣝして調べること
は、地域の植物の特を知る上で大なことです。また、
ՖやՌ実の時ظに࠾集することで、छ類を֬かに調べる
ことができ、標本にجづくߟのਫ਼度を高めることにも
なるので、高くධՁされます。
　ᾈ　標本の紙の׆用 
　標本紙は、標本をしっかりとݻఆし、࠾集報を記
したϥベϧとڞに、長ظ間のอଘをするためにඞਢのも
のです。しかし、それだけでなく、生育地のڥや、ԡ
し༿としてס૩するとΘからなくなる立体的なܗや৭を
メϞや写真として紙にష付けることで、標本の研究ࢿ
ྉとしてのՁを高めるために׆用できます。それがࢼ
Έられているग़もあり、感৺しました。 
　ᾉ　調ࠪ݁Ռのまとめ方の工夫 
　ਤや表を上手に使って調ࠪの݁Ռをまとめると、標本
のࢿྉՁをΘかりやすくえることができます。レ
ϙートにおいて、࠾集場所を地ਤにまとめてݟやすく表
示したり、写真やスέッνで生育ڥやܗの特をઆ໌
したり、ൺֱの表を作ってߟしているものがありまし
た。ۤ࿑して調ࠪした݁Ռを、自分一人のものでऴΘら
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せͣ、多くの人に知ってもらいڞ༗するために、まとめ
方の工夫も大事なϙイントです。 
ᶄҙ
　ᾇ　植物࠾集にͭいて 
してे分に生長し؍集する時には、生育地でよく࠾　
た、ՖやՌ実のある標४的な個体をબͿようにしましΐ
う。খさな個体をબͿと、まだ生長్中で、特がΘか
りにくいことがあり、छ類を調べるのがしく、せっか
く作ってもに立たない場߹があります。は根にも特
がありますので、根から࠾集して標本にしましΐう。
根のはਫでચってさないようにしましΐう。また、
生育地の様ࢠ（日り、、地ܗなど）や植物のৎ、
Ֆの৭などをメϞや写真で記して、紙にష付したり、
レϙートに記するようにしましΐう。事前に地ਤで場
所を֬ೝして、国立公園内や࠾集のࢭېされている公園、
地域などで、間ҧって࠾集することのないようにؾをͭ
けましΐう。 
　ᾈ　標本作成にͭいて 
　紙より大きく、はΈग़した標本は、յれやすくなり
ますから、紙の上にऩまるように、植物を折りんで
૩しましΐう。খさな植物は一ͭだけでなく、いくͭס
か࠾集して紙の大きさを༗ޮに׆用できるようにߟえ
てください。
૩がෆे分だと、Ϗχϧା内でカϏが発生してしまס　
います。Ϗχϧାにೖれるのは移動によるഁଛや虫を
͙のに༗ޮですが、࣪ؾがཷまりやすいので、全に
んでอするのが҆全です。虫ڬくまでは新ฉ紙にס
が発生した標本は、加熱かྫྷౚをしてࡴ虫した後でҥ類
用の虫ࡎをೖれましΐう。長ظ間อଘするには、
虫ࡎをೖれてϏχϧାやϓϥスνックശなどにऩೲして
おくと虫が͛ます。 
　紙のషり付けは、োࢠ紙などをࡉくった紙ςー
ϓにアϥϏアކなどをͭけ、ܪや༿が紙かられて動
かないように、؍にࢧোをきたさない部分をߟえて
行ってください。ηロςーϓなどの೪ணςーϓはணޮ
Ռが長続きせͣにണがれてしまいます。༿は表とཪが྆
方ݟえるようにし、シμ植物ではඞͣ༿のཪଆの๔ࢠの
う܈がݟえるようにするඞ要があります。छࢠやՌ実が
མͪたら、খାにೖれて紙にషり付けましΐう。紙
がബいとۂがって標本がյれやすいので、あるఔ度ްい
ものを使用しましΐう。紙１ຕにऩまらない大きな植
物は、２ຕに分ׂしてもいいですが、ηットであること
をΘかるようにϥベϧに記しましΐう。
　ϥベϧには標本番号を付けてリストと一கさせ、࠾集
地は市町ଜ໊からできるだけৄしくॻいてください。ϥ
ベϧのが印刷されている標本紙をങって使用する場
߹に、֤߲目の記ೖཝがখさい場߹がありますが、ϥベ
ϧにॻききれない場߹や、生育ঢ়گやՖの৭などを写真
で記した場߹には、紙の標本がషられていない༨ന
に、加ϥベϧや写真をష付けてもいいです。খ学生は

ϥςンޠの学໊をແཧにॻくඞ要はありません。ഓ植
物であることが分かる場߹はϥベϧにॻきましΐう。
　ग़する時に、紙をඥで௲じているものがあります
が、紙をめくって標本をݟる時に、標本がണがれてյ
れやすいですので、一ຕͣͭのままとしてください。 
　ᾉ　レϙートにͭいて
　レϙートのςーマがはっきりとしないものがありまし
た。特に中学生は、ςーマに߹ったߟができるように
植物࠾集をして、࠾集した植物をよくݕ、؍౼した݁
Ռをجにߟしてレϙートをॻいてください。࠾集植物
リストにインλーωットからಘた報をそのまま記ೖし
ているものが多いですが、自分がその植物を࠾集した時
や、標本を作っている時、໊前を調べている時にؾづい
たことなどをॻきࠐむようにするといいです。調ࠪした
地域に生育する植物の特をߟするのに、科のछ類数
をൺֱするだけではΘからないことが多いですから、ྫ
えば、それͧれのछ類の日本での分や生育ڥなどを
ਤؑで調べて、どのような所に生育する植物が多いのか、
などとߟえてΈるといいと思います。植物を࠾集して標
本を作成したҙຯがΘかるレϙートを作成してください。
　標本を作るのは、植物を丁ೡに؍して、छ類がԿな
のか正֬に知るためでもありますが、丁ೡに؍すると
植物のܗの໘നさがݟえてきます。ͥͻ多くのօさんに、
植物のܗの໘നさにؾづいてもらえたらとئっていま
す。 

昆虫標本の部
越ࠤ昆虫同好会会員（৹ࠪ長）　　　　　　　中野　ܿ
越ࠤ昆虫同好会会員　　　　　　　　　　　　山本ܟ一
越ࠤ昆虫同好会会員　　　　　　　　　　　　ӿฒ　ߊ
内昆虫の家館長　　　　　　　　　　　　　ԕ౻正ߒ

ᶃ　ग़ঢ়گなど
年のग़数は、খ学生ࠓ　 14 ݅、中学生 6 ݅、高校生
1 ݅のܭ 21 ݅で、ࡢ年より 2 ݅減となりました。参加
校数は 16 校でࡢ年より 4 校減少しました。
　年々ग़数が減少していますが、これは少ࢠ化、झຯ
や遊びの多様化に加えて学校指導体੍がऑくなっている
こともߟえられます。その中で、ࠓ年もྗ作が集まりま
した。
どもたͪも多く、作のレࢠ年に続き、連年ग़のࡢ　
ベϧは૯߹的に高まっていると感じます。
ྫ年、ग़する昆虫は、νϣウ、甲虫、トンϘに集中し
ていましたが、ࠓ年はガ、カメムシ、ηミのग़がෳ数
あり、όϥΤςΟにΈྑいと思いました。あまり
一ൠにڵຯを示さないάϧーϓにڵຯを࣋って࠾集・؍
するのは、指導者が周りにいなかったりしてۤ࿑もあ
ると思いますが、新たな発ݟをすることも多く、おקめ
したいと思います。これらは、近年ྑいਤؑが発行され
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ͭͭありますが高Ձということもありますし、とりあえ
ͣ博物館やઐ家のアυόイスをडけると、さらに飛༂
できるはͣです。
ᶄ　標本作りにͭいて
　標本作技ज़は、年々高まっていると感じます。νϣ
ウの展翅、大型甲虫の展はきΘめてきれいで、目をݟ
ுるものが多くありました。ガにͭいては、νϣウにൺ
べて֨ஈに展翅がしいので、ະख़さが目立ͭものもあ
りましたが、ݧܦをੵめば֬実に上ୡします。
　その一方で標本ϥベϧにͭいては、म正して΄しいも
のもありました。特に、ᶃ標本 1 頭ごとに、標本と同じ
にͭけなければならないϥベϧが標本とผれてͭいて
いた、ᶄ࠾集者໊などඞ要な内༰がॻかれていない、ᶅ
されていない（ผのレࡌ集地໊が「˓˓市」としか記࠾
ϙートに一ཡ表で۩体的地໊がॻかれているものもあり
ますが、標本ϥベϧに۩体的地໊を記ࡌするのがج本で
す）という標本作りにはܽかせないことが、ൈけている
場߹がありました。後の整ཧ時にࠔらないように、そし
て標本を後ੈにすためにͥͻҙしてください。
　छ໊の間ҧいもかなりݟडけられましたが、νϣウや
大型の甲虫などはਤؑをΈるときに、ඞͣֆ߹Θせだけ
でなくղઆをよくಡむようにすれば、かなりのミスを
͙ことができます。これはڵຯを࣋って標本؍をする
。をੵむことにより、֨ஈに上ୡしていきますݧܦ
　なお、ςーマとؔない、レϙートにも΄とんど৮れ
られていない標本がग़されているྫがいくͭかݟडけ
られました。ςーマにԊった作づくりを৺がけましΐ
う。
ᶅ　印にった作
　長岡市教育長の新ׁ市立上山中学校のླ木夢さん
の作「新ٰྕの昆虫」は、新ׁ市の一地域の昆虫に
目し、トンϘ、νϣウ、ガ、甲虫、όッλ、カメムシ
など多くのάϧーϓを手ֻけて、いͣれのάϧーϓもඒ
しい標本に上͛ています。レϙートもॆ実しಠ自の؍
にしߟを参ݙづいた記も多く、さらに多くの文جに
ており、他のग़者も大いに参ߟにして΄しいと思いま
す。
　上越市立田খ学校の山本ᕣଠさんの「上越ົ高で
とれたカメムシの間とਫ生昆虫」は標本作もඒしく、
レϙートには、छ໊をผした根ڌがৄしくॻかれてい
て、好感が࣋てました。こういったࢹを大にしてい
れば、上ୡはૣいと思います。
　この΄か、昆虫のܗଶに目し、昆虫のάϧーϓごと
に֤部分をόϥして標本にした作や、甲虫λーήット
に֤छトϥッϓやいろいろな࠾集๏をۦ使して࠾集した、
Ϣχークな作もありました。
ᶆ　目すべきछや記
　近年、Թஆ化の影ڹをөし、ஆ地ੑの昆虫の分の
上が目立っています。ࠓ年のग़の中にも、県内での
記が少ないトンϘ目のωキトンϘ、カメムシ目のϤコ

ρナαシガメがありました。これらの虫のࠓ後の分֦
大に目がඞ要です。
　また、県内では大Տ川で発生するトンϘ目のナΰϠα
ナΤのӋ化後個体が新ٰྕのখՏ川で࠾られ、分
記として目されました。
ᶇ　その他
　レϙートは、目的、方๏、݁Ռ、ߟをきͪんとॻく
のがج本です。これらがはっきりॻかれていなかったり、
写真がషられているだけではෆे分です。
　ॳめてग़にઓした、খ型の標本ശ一ശのΈの作
もありますが、なにより虫にڵຯを࣋って標本作りを࢝
めたことが大です。参加されたօさんは、他の人の作
を参ߟにして、さらに続けて、来年はय़からܭըを立
てて、࠾集・؍し、よりスςッϓアッϓした作をग़
することをظします。

その他の動物標本の部
新ׁ市ਫ館（৹ࠪ長） 　　　　　　 　 　　野ଜ೭
日本クϞ学会会員　　　　　　　　　　　　　ਫᖒ正໌
　
年度は、খ学校ࠓ　 12 ݅、中学校８݅がよせられग़
数は૿加しましたが、খ学校学年からのग़はありま
せんでした。
　作ςーマは類やクϞ類にとどまらͣ、ڕ類や甲֪
類そして֨ࠎ標本 	 類・は虫類ڕ 
 やڕ類のࣖ石と多様
でした。その中でも、খ学校̒年間あるいは中学校３年
間の集大成の作を高くධՁしました。
　ദ࡚市立田খ学校の代さんの作 ň年間で集
めたദ࡚のŉ は、ࡢ年度のۜにҾき続いての連続ड
です。長い間ւ؛をาき、ଧͪ上͛の数が減少して
いることをレϙートにまとめ、そのえを導きग़そうと
しており発展ੑのある作とධՁしています。
　ദ࡚市立ਸ਼ึ中学校の川ଜًさんの作「ദ࡚の
標本と研究」は、標本のछ類数やඒしさとともに、࠾集
したアΦイガイをܗ体と生ଶのࢹから分ੳを行ってい
る、レϙートの内༰を高くධՁしています。川ଜً
さんのおܑさんも、中学生時 ňദ࡚のখܗ類ŉ をςー
マにした作が越した作とධՁされており、このた
びのًさんのडでܑఋそろってのडとなりました。
に、新ׁ県立南中教育学校のখ林ᰜ߳さんの࣍　 ň
े日町市のクϞの標本ŉ は、地域に生息しているクϞ類
を໌らかにするため、多くの地での࠾集に৺がけ 45
छ類を記していることや、調ࠪした地域ごとの特を
まとめたレϙートから、ࠓ後さらに発展する作として
ධՁしています。
さࢠӯ࠼類標本をग़した上越市立൧খ学校のদ本ڕ　
んと長岡市立大ౡখ学校の寺井ಹさんの作は、展ර
をしたり標本ළ内にࢷ໖をೖれछの特をݟやすく工
夫し、立な標本に上͛ています。



ＮＫＨ（長岡市立科学博物館報）　№１０１（２０１７） 33

　上越市立東本町খ学校のѨඔ࠸さんの ň上越市の川
とւで࠾集した生きているŉ の作は、࠾集地での؍
育して分かったことを立にレϙートにまとめてࣂや
います。しかし、念なことに、全ての標本のデーλー
ϥベϧが標本とれており高いධՁとはなっていません。
標本とϥベϧの一体化を進めてください。標本をデー
λーϥベϧとڞにϏχーϧାやέースにೖれることによ
り、標本にՁが生まれます。
　標本作りは、ࢠどもたͪの自然୳究の࢝まりです。อ
者や指導者が導き、デーλーϥベϧの大さを教えてޢ
ください。
　「その他の動物標本の部」は、昆虫をআく全ての動物
がରです。は虫類、྆生類、昆虫をআくઅ動物、鳥
類、ڕ類と大きな分野です。
とのڥのようすや、行動や׆野を広͛て生物の生ࢹ　
ؔΘり、ෆ思ٞに思ったことやٙを究した成Ռを
ิうࢿྉとして標本をग़してください。
　デーλーをった標本は、自然࢙の代ห者となります。
多くの人が自然をݟकり、地域に生息する生物の代ห者
としての標本をして΄しいものです。来年のग़にظ
しています。

岩石・化石標本の部
地学ஂ体研究会会員（৹ࠪ長）　　　　　　　渡辺लஉ
地学ஂ体研究会会員　　　　　　　　　　　　๛岡໌ࢠ
　
　岩石・化石標本の部のࠓ年度ग़数はখ学校７݅、中
学校では８݅のܭ 15 ݅で、ࡢ年にൺべ少し減りました。
分野ผでは、খ学校では化石３݅と岩石̐݅、中学校で
は化石１݅と岩石７݅でした。
　ྫ年Ҏ上にྗ作が多くݟられ、֤学校の指導とࣇಐ生
ెのྗのࣀと思Θれます。ࠓ後は様々な地域の学校か
ら、岩石・化石標本がग़されれば、もっと標本数も多
く多様ੑのある標本も૿えると思います。
ᶃ　標本の࠾औにͭいて
　岩石分野では年々ྗ作が૿え、よく整ཧされたΘかり
やすくきれいな標本がग़されました。ただ、ࠓ年もՏ
原やւ؛から࠾औされたԁ（石ころ）だけでした。川
原やւ؛の石ころの標本作りはૅج的なことですが、地
࣭ਤで表示されているݱ地の岩石࠾औからの標本作りに
ઓする作がग़されることをئっています。ࠓ後、
大地をߏ成する岩石を࠾औし、大地のͭくりを୳ٻ
する標本・レϙート作りをظしたいと思います。
　一方、化石分野は地から࠾औした標本で、ྑかった
と思います。化石は産ग़がΘからないとՁがないと
回の作の多くは化石を地から۷ࠓ。Θれていますݴ
りग़す前に、地にຒもれている化石の産ঢ়などを、ス
έッνや写真に記してものが多くありました。
ᶄ　標本作にͭいて

　岩石標本では個々の作とも、岩石の大きさやܗがそ
ろい、岩石ができͪんと۠られ、࠾औ年月日・場所・
岩石のछ類などのඞ要事߲は記ࡌされていました。
回ग़された岩石標本はハンマーなどを使って新ࠓ　
な໘をग़して、岩石の৫や৭、さらに݁থやཻのܗが
Θかりやすものが૿え、ݟӫえのする標本が૿えました。
標本の大きさはѲりݓ大の大きさで、できるだけ内ଆの
新な໘をݟせるのがベλーです。
　岩石ؑఆの正֬さをٻめるために学校の先生に相ஊし
たり、大学や博物館などのઐ家などにཔるのが実か
もしれません。しかし、その前にਤؑなどをར用して自
分でؑఆしてから、֤研究ؔػをར用してくれればと
࠾、っています。また、ҟもあるかもしれませんがئ
集者ಠ自のχックωームをͭけてもいいのではないかと
思いました。自分でਤؑなどから調べたと思Θれるもの
もありましたが、ؑఆに多少の間ҧいもݟられました。
ؑఆはよく؍して岩石छにͭいての知ࣝをਂめ、正֬
に行うྗもࠓ後の標本作りにはඞ要なྗです。ؑఆྗ
をͭけるྗも標本作りのษڧの一ͭです。
　化石標本では、長年のܧ続研究、標本の整ཧはもͪろ
ん、ϓロฒΈにクリーχンάした作があり、ςーマも
はっきりしていて、レϙート内༰は研究者ฒΈのものも
ありました。全体的にも標本整ཧはきͪんとされ、࠾औ
年月日・場所・छ類などඞ要事߲はどの作も記ࡌされ
ていました。化石のクリーχンάはよくできているもの
が多く、化石の表໘がよく؍できる標本となっていま
した。
　ただ、化石は、大きさがまͪまͪでฒべるのにۤ࿑す
ると思いますが、できるだけ番号ॱにฒべ、レϙート番
号と一கするとྑいと思います。同様に、化石が岩石ϒ
ロックにؚまれる場߹、化石がΘかるようにαインϖン
でғむなどの工夫がཉしいと思いました。岩石標本にも
やすݟ通しますが、標本ശの;たを開けられϥベϧもڞ
くするなどの配ྀがඞ要な作もありました。
ᶅ　レϙートにͭいて
　レϙートは、正しい岩石໊や岩石छごとの特がきͪ
んと記ड़され、調べ学शの成Ռが発شされているものが
多くݟられました。ただ、岩石の৫や߭物・ཻࢠの様
を自分なりにスέッνをしたりઆ໌したりするレϙーࢠ
トが少なかったことは念でした。؍を通して感じた
ことを自分のݴ༿を使って、৫やཻࢠ、৭などの特
を記ड़していくレϙートがもっと૿えればよいと思いま
す。
　この׆動を通して、岩石・化石のཧղやڵຯがもっ
とਂまり、ੈքに一ͭしかない標本がͭくれたと思いま
す。多くのग़者のྗにظしたいと思います。
　化石にͭいてはせっかくきれいにクリーχンάをした
のですから、スέッνすることにྗをしてくれれば、
ੲの生物のܗଶをཧղできる、すばらしいレϙートに
なったと思います。
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　多くのレϙートは標本と同じように、自分のਤやֆ、
写真、ݴ༿をͭかった、ੈքに一ͭしかない展示だと
いうҙࣝをもって、自分がΘかったことを人にえる大
な手ஈだとも思いをこめて、標本作りにྭんでཉしい
と思います。

自然科学写真の部
長岡工業高ઐ学校໊༪教त（৹ࠪ長）　　山ޱ　ഹ
全日本写真連ໍ新ׁ県本部ҕ員　　　　　　　ࠤ౻ढ़உ

回の自然科学写真の部のग़数は̐݅、その内༰ࠓ　
は月のຬͪܽけの؍記が２݅、ϓϥンクトンの؍
記が２݅でした。ग़数は少ないものの作のレベϧ
はԿれもඇৗに高く、また、レϙート作成にあたっての
ྗも高くධՁされるべきと思Θれました。
　この部のग़作は家庭の記写真とҧい、そも
そもԿを目的としそのରを؍記したか、その記
を通して目的にରしてԿをཧղしどのような݁をಘた
か、撮影記は؍٬的で正֬か、さらには撮影記した
写真をݟる人がその内༰および݁をよりཧղできるよ
うにߏ成されているか、というようなϙイントが要ٻさ
れるように思います。
　このような؍からࠓ回ग़された作をΈると、そ
の目的にԊった؍記方๏、݁Ռにରするߟ、݁
はよく整ཧされており、多くの工夫のがݟられます。

　ग़数は少なくとも、その作のレベϧは年々高く
なっているように感じられます。このことは、؍記
するࣇಐ・生ెॾ܅のऔりむ࢟のレベϧアッϓをҙ
ຯしていると思Θれます。
　技ज़的なレベϧだけではなくऔりもうとしている؍
い自ڧ続するྗにもよりܧ記にඞਢであるや
発的なҙ思が感じられ、؍記によってಘられる内༰
を自分のものにしようとするҙཉのڧさを感じました。
続も、それܧ記の؍ってしまえば؆୯なݴ༿でݴ　
を実行するࣇಐ・生ెॾ܅にとっては大มなྗが要
をྗڠのこと、周ғのߋとなればঘظされ、それも長ٻ
記؍、いる場໘もあったかも知れません。しかしڧ
が立なレϙートとして成すれば、そのୡ成感は生涯
のๅとなるഺです。
　ग़数だけでなく、その内༰レベϧも大なධՁϙイ
ントとなるとはいえ、ग़数が多くなることは大迎で
す。自然科学写真の部のग़もࡏݱはデジλϧカメϥ
全となり、؍記はフΟϧムによる؍記のࠒに
ൺֱしてとても༰қとなりました。このことは、自分で
Կかを؍記してΈようとする目的がܾఆされたらそ
の後の作業はҎ前にൺべて֨ஈに༰қになっていること
をҙຯします。それだけ؍記するରの内༰と記
方๏をよりਂくߟする༨༟ができるともいえるでしΐ
う。ࣇಐ・生ెॾ܅のࠓ後の大いなるઓをظしてい
ます。

展示会場の様子（中央公民館大ホール）
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平成 28 年度事業報告
１　利用者数

月

科学博物館 長岡ൡ主野家࢙ྉ館

ೖ館者
月ܭ

ྉর会ࢿ

月ܭ
個人ೖ館 ஂ体ೖ館（10 人Ҏ上） 個人ೖ館 ஂ体ೖ館（10 人Ҏ上）

大人 খ人 大人 খ人 大人 খ人 大人 খ人 大人 খ
人同

খ人
ஂ体
数

同
খ人

ஂ体
数

同
খ人

ஂ体
数

同
খ人

ஂ体
数

4 12�9 68� 55 6 4 109 12 3 446 84 48 0 1 0 0 0 2�26 �6 30 2832 
5 12�� 5�� 68 0 3 254 120 3 524 �� 33 0 1 0 0 0 2930 �4 6 3010 
6 156� 516 �9 0 3 452 19 8 686 88 64 0 1 30 0 1 3501 �3 18 3592 
� 213� 919 66 0 4 165 0 1 66� 130 8 0 1 25 1 1 4118 100 22 4240 
8 1�32 82� 63 0 2 9 1 1 536 143 113 26 4 21 2� 1 3498 83 39 3620 
9 1881 963 44 0 3 �2 16 3 580 266 41 0 1 0 0 0 3863 90 19 39�2 
10 2246 656 144 15 6 2�2 83 12 405 53 0 0 0 21 3 1 3898 135 34 406� 
11 1�88 425 115 0 9 2�0 18 8 522 51 56 0 1 0 0 0 3245 64 24 3333 
12 953 521 58 0 1 206 14 4 286 58 58 0 1 0 0 0 2154 82 31 226� 
1 1142 331 35 0 2 44 4 1 3�6 16 23 0 1 44 4 1 2019 94 8 2121 
2 1580 42� 0 0 0 0 0 0 488 32 0 0 0 0 0 0 252� 91 10 2628 
3 1425 566 0 0 0 93 1� 4 466 49 0 0 0 0 0 0 2616 �8 � 2�01 
ܭ 1900� �415 �2� 21 3� 1946 304 48 5982 104� 444 26 12 141 35 5 3�095 1040 248 38383 

2　特別 ･ 企画展、特別企画など（会場の記ࡌがないものは科学博物館اը展示室で実施）

事　　　業　　　໊ 会　ظ（開࠵日数） ೖ場者数

Τイϓリϧフーϧ展示をさがそう！（ৗઃ展示室） 4 月 1 日～ 4 月 3 日（3 日） 181 人

「江戸時代のౡ江・ീ町ׁをさ͙る」（越ฺୢઓ૪ঝ館） 4 月 2 日～ 9 月 29 日（136 日） 1�42 人

「ೄ文ثೖ～ೄ文ثの特৭をさ͙る」（അ高ೄ文館） 4 月 9 日～ � 月 3 日（�5 日） 2698 人

όーυウΟーク特ผ展「この鳥をकろうʕ長岡のر少鳥類とఱ然記念物
の鳥たͪʕ」

4 月 26 日～ 5 月 22 日（24 日） 22�3 人

「長岡ൡ主野家Ώかりのޒ月人ܗ展」（野家࢙ྉ館） 5 月 1 日～ 5 月 31 日（31 日） 634 人

第̒回長岡ൡ主野家の至ๅ展「ྺ代ൡ主がえたॻը」 6 月 12 日～ � 月 3 日（21 日）   2401 人

「文Ꮿ・文ཾࢣఋ展」（長谷川邸ऩଂ展示室）
˞７月 22 日に展示ସえ

6 月 25 日～ 8 月 21 日（58 日） 6009 人

Րԍث発ݟ 80 周年記念特ผ展「ՐԌث展」（അ高ೄ文館） � 月 16 日～ 9 月 4 日（49 日） 2340 人

特ผ展「発۷！古代の長岡」 � 月 23 日～ 9 月 25 日（63 日） 609� 人

「発۷！古代の長岡」ؔ連࠲ߨ（中ԝ公民館　࠲ߨ室）
「ౡ地۠のҨ」、「Ӝำ東Ҩ」、「上Ҩ」、「古代の長岡」

� 月 30 日、8 月 2� 日、9 月 3 日、
9 月 24 日（4 日）

114 人

Րԍث発ݟ 80 周年記念　「അ高ೄ文文化ࡇ」（Րԍث・അ高Ҩにؔ
Θる作展）（അ高ೄ文館）

９月 1� 日～ 10 月２日（14 日） 3�2 人

「അ高Ҩग़展ʕ重要文化財を中৺にʕ」（അ高ೄ文館） ９月 24 日～ 11 月 6 日（38 日） 2139 人

キϊコの展示会・クϥフトキϊコ展 10 月 10 日（1 日） �60 人

長谷川邸再建 300 年記念特ผ展「Վຏとބ」 10 月 29 日～ 11 月 23 日（24 日） 2503 人

長谷川邸再建 300 年記念特ผ展ؔ連イベント
「Վຏのඒとԑ（えにし）」　　ࢣߨ：鳥ౡӻࢠ（ԑ ʵFOJTIJ ʵ　代表） 11 月 20 日（1 日） �0 人

「ೄ文石ثೖ～ೄ文石ثの特৭をさ͙る」（അ高ೄ文館） 11 月 19 日～ 3 月 26 日（100 日） ��2 人

ઇ݁থのクリスマスπリー展示（Τントϥンス） 11 月 26 日～ 12 月 2� 日（30 日） 2086 人

特ผ展「近代長岡の教育事」（ڷ࢙ྉ館） 12 月̐日～ 1 月 29 日（42 日） 431 人
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３　常設展示
　市民ホーϧ：ヒυロμマリスଐւڇ親ࢠ生体෮ݩ型・
長岡市地ਤαークϧ・文化財ࡧݕϞχλー
　展示室：ᶃ長岡のおいたͪ（ߟ古・文化財・ྺ࢙）発
۷された長岡、旧石ث・ೄ文・生・古・古代（飛鳥・
ಸྑ・平҆）・中ੈ（ח・室町・҆౧山）、中ੈ（ઓ
国）・近ੈ（江戸）・近ݱ代、長岡の教育、その他（ྺ࢙
年表）、ᶄ長岡の大地のおいたͪ（地学）長岡がւだっ
たころ、ւڇのいたւ、ւから、地地൫ࡂと地
֪ม動、ᶅ長岡のすがた - 自然とらし（動物・植物・
昆虫・地学・民ଏ）長岡の自然 - 山間部・平野部・ւ؛部、

長岡のらし - 山間部・平野部・ւ؛部、Ҿきग़しऩଂ
展示、その他（地ܗ型）、ᶆ重要文化財・डଃࢿྉ　
重要文化財˞、डଃࢿྉ
˞東日本のੵઇظ用۩の展示は平成 28 年７月まで

４　第 65 回県下生物・岩石標本展示会、第 58 回県下
　　自然科学写真展示会　ৄࡉは 28 ～ 34 ϖージ
　　会　10：ظ 月 18 日～ 10 月 30 日（13 日間）
　　会　場：科学博物館اը展示室・ৗઃ展示室
　　ग़　：41 校・90 ݅・94 人
　　ೖ場者：66� 人
 

「長岡ൡ主野家Ώかりのお正月展」	 野家࢙ྉ館 
 12 月 22 日～ 1 月 31 日（32 日） 566 人

ͪΐ～ミχاը展「Ӌໟཽڪと࢝鳥」（ৗઃ展示室） 12 月 26 日～ 2 月 5 日（33 日）   1943 人

ͪΐ～ミχاը展「翼ཽ」（ৗઃ展示室） 2 月 � 日～ 3 月 5 日（26 日） 2335 人

「長岡ൡ主野家Ώかりのおͻなさま展」 2 月 16 日～ 3 月 12 日（23 日） 1�3� 人

ؔ連イベント「ͻなまͭりミχコンαート」　者：田૱ࢠ（ᝨۂ家） 2 月 26 日（1 日） 61 人

ミχاը展「アϧόートαウϧスの上・下ֺ」（ৗઃ展示室） 3 月 � 日～ 3 月 31 日（24 日）  14�9 人

５　博物館主催の普及活動

部
 事　業　໊ 実　施　日 会　　　場 参加者数

ʵ がおスλ！科博スλンϓϥリー 通年 科学博物館展示室 �05 人

地
学

アイロンϏーズでͭくるઇ݁থのア
クηαリー 12 月 23 日 中ԝ公民館室 19 人

デジカメでせまるʰઇ・月・Ֆʱ～
ઇのר～ 2 月 12 日 科学博物館Τントϥンス 11 人

植
物

飛ばそう！折り紙ヒコーキ 8 月 13 日、8 月 21 日 അ高ೄ文館、長谷川邸 Ԇべ 23 人（֤回 �、16）

థ＠長谷川邸 2016 9 月 3 日 長谷川邸 15 人

キϊコを調べる会 10 月 9 日 東山フΝミリーϥンυ
39 人

原　৴高（長岡きのこ同好会）、（学会会員ە日本）中林๕ޫ：ࢣߨ

キϊコの展示会・クϥフトキϊコ展 10 月 10 日 さいΘいϓϥザ市民ホーϧ
�43 人

原　৴高（長岡きのこ同好会）：ࢣߨ

動
物

市民୳鳥会

4 月 16 日、5 月 21 日、6
月 18 日、� 月 16 日、8 月
20 日、9 月 1� 日、10 月 15
日、11 月 19 日

うまΈͪ林公園 Ԇべ 1�4 人（֤回 32、31、
20、19、18、18、21、15）

冬鳥さよなら୳鳥会 3 月 18 日 ৴ೱ川 31 人

ྺ
࢙ 長岡のྺ࢙を୳る会　全 � 回

9 月 25 日、10 月 2 日、11
月 2� 日、12 月 11 日、1 月
29 日、2 月 5 日、3 月 5 日

中ԝ公民館 304 教室
（第 2 回は長岡Ӻ周辺）

Ԇべ 135 人（֤回 21、18、
19、18、18、19、22）
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６　熱中！感動！夢づくり教育事業（ܟࢣߨশུ）
どもたͪ一人一人の個ੑやྗを৳ばし、学Ϳҙཉࢠ　
をҾきग़すことを目的とする、長岡市の事業の一とし
て実施。
　⑴　博物館の先生がやってきた（ৄࡉは１～７ϖー

ジ）
　　　実施回数Ԇべ�5回、参加者数Ԇべ26�9人
　⑵　夏休み植物実験・工作教室「空飛ぶタネと折り紙

ヒコーキ飛行実験」（ৄࡉは８ϖージ）
　　　実施回数2回、参加者数�4人
　　　୲：植物部
　⑶　長岡ジュニア化石クラブ（ৄࡉは９～10ϖージ）
　　　実施回数18回。参加者数240人
　　　୲：地学部
　⑷　自然体験道場（ৄࡉは11～13ϖージ）
　　①「昆虫道場」
　　　実施回数12回、Ԇべ参加者数15�人
　　　୲：昆虫部
　　②「生きもの観察会」
　　　実施回数�回、Ԇべ参加者数229人
にいがた༑会：ྗڠ　　　
　　　୲：動物部
　　③「デジカメでせまる『雪・月・花』」
　　　実施回数10回、Ԇべ参加者数59人
　　　୲：地学部
　⑸　縄文体験教室（ৄࡉは14～16ϖージ）
　　　実施回数2回、Ԇべ参加者数22人
প　（े日町市博物館学芸員）ੁ：ࢣߨ　　　
　　　　　　大ౡయࢠ・田ଜࢠګ・൘ڮπΪ・高ڮアキ
　　　　　　（越後アンΪンঝ会）
　　　୲：ߟ古部・അ高ೄ文館
　　　ิॿ：植物部
　⑹　長岡歴史学習教室（ৄࡉは1�～18ϖージ）
　　　実施回数4回、Ԇべ参加者数1�人
　　　୲：ྺ࢙部
　⑺　動物のふしぎをさぐってみよう！（ৄࡉは19ϖージ）

　　　実施回数2回、参加者数��人
　　　୲：動物部
　⑻　バスで行く科博見学・体験学習（ৄࡉは20～21ϖージ）
　　　実施回数15回、Ԇべ参加者数662人
　⑼　親子わくわく魚ランド（ৄࡉは22ϖージ）
　　　実施回数16回、Ԇべ参加者数102人
　　　୲：寺ധਫ博物館
　⑽　移動水族博物館（ৄࡉは23ϖージ）
　　　実施回数2回、Ԇべ参加者数16人
　　　୲：寺ധਫ博物館
　⑾　バスですいぞくかんどきどき体験（ৄࡉは24ϖージ）
　　　実施校22校（30回）、参加者数6�4人
　⑿　縄文出前授業・体験学習（ৄࡉは25～26ϖージ）
　　　実施݅数30回、Ԇべ参加者数8�2人
　　　୲：അ高ೄ文館
　⒀　中学生の職場体験（ৄࡉは2�ϖージ）
　　　実施中学校数13校、Ԇべ参加者数38人
　　　୲：科学博物館、寺ധਫ博物館、༔ٱ山খ動
　　　物園

７　長岡市内の小・中学校等対象の総合学習支援等
・寺ധ中学校３年生、૯߹学श、「寺ധのັྗ୳ٻ」、

11月29日、加౻主ࠪ
・越࿏খ学校３年生115人、社会科、越࿏ڷࢿྉ館ग़

ுղઆ「ੲのくらしとಓ۩」、11月30日、新田主ࠪ
・寺ധখ学校３年生41人、社会科、寺ധ民ଏࢿྉ館ग़ு

ղઆ「ੲのくらしとಓ۩」３月15日、加౻主ࠪ

８　依頼による普及活動等（長岡市内のখ・中学校から
のґཔをআく）

・長岡市教育ηンλー研म࠲ߨ　
त業に׆用できる長岡施ઃ८り、５月10日、広井長
地学८ݕ　越࿏地域の地࣭、５月16日、加౻૯ׅ主ࠪ
य़の越後ٰྕ公園のՖ々～Ֆと生ଘઓུ～、５月19日、
櫻井主ࠪ
ඌの自然をຬ٤　॓ധ研म、８月̐日～５日、櫻井

ߟ
　
古

ү部先生とೄ文ثをͭくろう！ 5 月 14 日 അ高ೄ文館
20 人

（古学会会員ߟ新ׁ県）ү部อӴ：ࢣߨ

ү部先生とೄ文石ثをͭくろう！ � 月 23 日 അ高ೄ文館 じりづくり 22 人
づくりۄޯ 18 人

（古学会会員ߟ新ׁ県）ү部อӴ：ࢣߨ

文
化
財

Θしຑ࿊くんの木؆年լঢ়づくり 12 月 11 日
ಓのӺ　ྑの里Θしま
ら͗家

20 人
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主ࠪ
長岡のྺ࢙を୳る～江戸・ນ編～、８月23日、広井
長
ळの越後ٰྕ公園の本～木の実と冬ժ～、11月９日、
櫻井主ࠪ

・地域をྑく知ろう会第6回ษڧ会「大ٱอ古にͭい
て」、５月15日、加౻主ࠪ

・ೖܰ井山の学校
「野鳥の؍会」、̒月11日、鳥居学芸員、加౻主ࠪ
「鳥の巣ശかけ体ݧ」、11月５日、鳥居学芸員、加౻
主ࠪ

・中೭ౡ大学	中೭ౡ公民館高ྸ者࠲ߨ

　「下田・ࠊއ山」、̒月16日、櫻井主ࠪ
　「ົ高・夢ݟ平」、８月25日、櫻井主ࠪ
・さΘやか༔ٱ大学
　「ඍস木۬上人」、̒月2�日、新田主ࠪ
　「下町の町໊の༝来」、９月12日、広井長
　「国学校の実相ʕҩࢣ田中य़回のʕ」、11月21

日、広井長
・山࢙研म会「上ਿݠ৴の親の地、٢とその

時代」、７月２日、鳥居主ࠪ
・越࿏幸ྸ者教室「再建300年・長谷川邸のあΏΈ」、

７月21日、新田主ࠪ
・ԏ・科学教育ηンλー主࠵研म会「寺ധの地؍

７月2�日、加౻૯ׅ主ࠪ、「
・ઍ手コミϡχςΟηンλー「長岡市の文化財」、７月

28日、鳥居主ࠪ
・文化財อଘ新ׁ県ٞڠ会第18回૯・大会「Րԍ型ث

をめ͙る広域連携のऔりΈʕഅ高ʵՐԍثをめ͙
る人・コトʕ」、７月31日、খ۽館長

・長岡市社会ٞڠࢱ会社会ࢱηンλーデイαーϏス
「長岡市の文化財」、８月23日、鳥居主ࠪ

・東日本ཱྀ٬మಓ株式会社「長岡市の文化財」８月29日
～８月31日、খ林主ࠪ

・さいΘいϓϥザフΣスςΟόϧ、９月1�日、ؙ山主
ࠪ、鳥居主ࠪ、加౻主ࠪ、広井長、加౻૯ׅ主ࠪ、
櫻井主ࠪ、鳥居学芸員

・ग़Ӣ࡚૯߹大学「自然࠲ߨ～ग़Ӣ࡚のしじΈ～」、10
月25日、ۚ҆ୗ

・長岡まͪなかྺ࢙散า11、ࢣߨ月５日、広井長
・長岡ڷ࢙研究会ळのߨԋ会「越後長岡・Րԍثの

ʵ最近の題からʵ」、11月19日、খ۽館長
・少年教室「ീ഼林であそ΅う！」、12月３日、ؙ山主

ࠪ
・長岡࢙遊会「Րԍثってなんだʁ」、12月24日、খ

林主ࠪ
・ᅳላӃ大ላ博物館特ผ展Րԍ型ثのデザインとػ

ミϡージアム・トーク「越後長岡・Րԍثのʕ最
近の題からʕ」、１月28日、খ۽館長

９　博物館実習の受け入れ
科学博物館
間：８月̐日～12日（７日間）　ظ
会　場：中ԝ公民館304教室΄か
実श生の所ଐ：長岡ܗ大学̒人、ਆಸ川大学１人、
国際大学１人、東ژ業大学１人、新ׁ大学１人、立
正大学１人

10　出版物
　⑴　長岡市立科学博物館報（NKH）101号　 　�00部
　⑵　長岡市立科学博物館研究報告第52号    　  500部
　櫻井幸ࢬ：新ׁ県長岡市とその周辺におけるヒαカキ

の記ٴび新ׁ県内の分の再ߟ
　櫻井幸ࢬ・野ਫඒ：ೄ文体ݧ学शにおける食体ݧϓ

ロάϥムの実ફ
　݈ۚ҆一：ଜ山　ࢯۉがدଃした類標本ᶘ　ւ産

類
　݈ۚ҆一：ଜ山　ࢯۉがدଃした類標本ᶙ　୶ਫ産

類
　山屋ໜ人：長岡市ീ方・県民いこいの周辺の甲虫

集܈
　খ۽博࢙・立木໌：৴ೱ川ྲྀ域におけるࡉ石ਕ石ث

ᶃʕ܈ثপ市上ϊᶗҨの石ڕྉᾇʕ南ࢿؔ܈
　山լ：新ׁ県内の古代のุ
　新田康則：Ԟ原ބච「అय़৭ਤሯ෩」にͭいての

֮ॻ
　খᖒਗ਼உ・খ林ࠤ・و々木༝߳・ླ木三உ・Ӭౢ

正य़・म一・パレΦ・ϥϘ".4年代ଌఆάϧー
ϓ・όンμリ　スμϧジϟン・࢛༄Յষ：新ׁ県長岡
市根立Ҩग़の࣫と植物Ҩ体の研究ᾇ

　広井　：長岡ൡ家ਉஂの研究➑ʕ屋家༝ॹ記のݕ
౼ʕ

11　展示･調査研究･資料収集･学会･協議会･研修会等
・平成28年度新ׁ県博物館ٞڠ会૯会、̐月18日、新ׁ

市、খ۽館長
・平成28年度市町ଜ文化行事務୲者研म会、５月11

日、新ׁ市、加౻主ࠪ
・ೄ文文化発৴αϙーλーズઃ立૯会、７月12日、東ژ

ઍ代田۠、খ۽館長
・平成28年度全ڠ࢙৴越地۠ٞڠ会૯会ٴび研म会、

７月14日～15日、長野県Ԙ৲市、新田主ࠪ
・平成28年度新ׁ県文化財指導者ߨश会、８月24日、新

ׁ市、加౻主ࠪ
・大ӳ博物館ٴびࡏӳ国日本大使館๚、10月２～̒

日、ロンυン、খ۽館長、新田主ࠪ
・第�0回日本人類学会ࢿྉ展展示作業、10月７日、新ׁ

市、広井長
・第�0回日本人類学会シンϙジウム、10月10日、新ׁ

市、山田ิࠤ、広井長
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・৴ೱ川Րԍ֗ಓ連携ٞڠ会ྟ時૯会、11月１日、南
町、খ۽館長、新田主ࠪ

・特ผ展Րԍ型ثのデザインとػ・国際ೄ文フΥー
ϥムՐԍ֗ಓԟ来2016ӡ営ิॿ、12月９日～12月11
日、平成29年２月５日～２月̒日、東ژौ谷۠、খ
館長、新田主ࠪ۽

・新ׁ県野生生物อޢରݕࡦ౼会ҕ員（ᄡೕ類分科
会）、12月26日、新ׁ市、ۚ҆ୗ

・新ׁ県ڥ৹ٞ会第50回自然ڥ部会、平成29年１月
19日、新ׁ市、櫻井主ࠪ

・平成28年度市町ଜຒଂ文化財ઐ৬員実務研म、平
成29年２月16日～1�日、新ׁ市、ؙ山主ࠪ、加౻主ࠪ

・平成28年度第２回新ׁ県市町ଜຒଂ文化財ॾ題ݕ
౼会、平成29年２月1�日、新ׁ市、加౻主ࠪ

・平成28年度新ׁ県民ݟ学研म会、平成29年２月23日、
ദ࡚市、加౻主ࠪ

・新ׁ県ڥ৹ٞ会第51回自然ڥ部会、平成29年３月
15日、新ׁ市、櫻井主ࠪ

　
12　資料の受領（ܟশུ）
地学資料
প市山新田産ܵ類化石　一式ڕ・
　　高࡚市　野ଜ正߂
動物資料
・ςンണ　１
　　長岡市　上ଜل夫
歴史資料
・・Θき͟し　２
　　長岡市　ழ߂ӫ
・野ಞॻ෯　１
　　新ׁ市　室ڮ重℄
・ջ΄か　５
　　新ׁ市　ࠤ౻正ل
・町夫ࢯऩ集మಓؔࢿྉ　228
　　長岡市　町夫
・Ԏ　３
　　長岡市　ٶヒロࢠ
・ಙ川家ࠇܚ印ঢ়΄か　２
　　長岡市　ࠤ山ӫ
・屋家༝ॹ記΄か　114
ل屋　܊県҆立ۄ࡛　　
・野උ前क॓ࡳ΄か　３
　　長岡市　内山　߂　

13　委員会・審議会等の開催
　⑴　長岡市馬高・三十稲場遺跡整備活用委員会
ҕ員（ܟশུ）
　・学ࣝݧܦ者
一　　　খ野　ত　　খ林ୡ༤౻҆　　
ࢠ٢井७　　本長ೋٶ　　

　・市民代表
　　内山　　　　߂川文༤　　野ࢠل　　渡辺ઍխ
　・Φϒザーόー
　　新ׁ県教育ி文化行՝
ҕ員会の開࠵
　　第2�回　11月29日　അ高ೄ文館
　⑵　長岡市文化財保護審議会
ҕ員（ܟশུ）
　ҏ౻ળҸ　　ླ木তӳ　　高ڮ　መ　　　Ӌ鳥ਔ一　
　原　࢚　　平山育உ　　ਂᖒ三ࢠࢬ　　三ྑ　
　野ࢠل　　Ѩ部અࢠ
ҕ員会の開࠵
　第１回 10月2�日　教育ҕ員会会ٞ室
　第２回 ３月３日　教育ҕ員会会ٞ室

14　所管施設における行事等（ܟশུ）
　⑴　馬高縄文館（会場の記載がないものは馬高縄文館

で実施）
・Րԍثをͭくろう！、 ̐月24日、５月１日、５月

８日、５月15日、５月22日、参加者11人
・展示室クイズϥリー、̐月29日～５月５日、参加者65

人
・Րԍثを؍にいこうπアーόス
　ౡ公民館「少年教室」、̒月̐日、18人
　ಢඌ東খ学校、̒月７日、63人
　川ޱখ学校、̒月８日、40人
　中೭ౡ大学（中೭ౡ公民館高ྸ者࠲ߨ）、10月̒日、

32人
　Ԇべ153人

・ثমき体ݧ！、̒月11日、10月22日、参加者36人
・「ミスഅ高」偶をͭくろう！、̒月26日、参加者５

人
・ೄ文Ҩで昆虫࠾集！、７月1�日、参加者10人
・ೄ文Ҩの発۷体ݧ！、�月24日、参加者12人
・夏ٳΈϫークシϣッϓ（ೄ文の・木工クϥフト７月

26日、８月９日、ೄ文アクηαリーづくり７月2�日、
８月10日、ミχثづくり７月28日、ೄ文ָثをͭく
ろう̇８月11日）、参加者8�人

・ೄ文編Έόッάをͭくろう！、８月21日、参加者10人
・ೄ文ثをͭくろう！９月25日、10月２日、参加者15

人
・ೄ文のをͭくろう！、10月15日、参加者20人
・Րԍثのഁยクッキーをͭくろう！、10月23日、参

加者̐人
・アンΪン編Έ体11、！ݧ月20日、参加者３人
・アンΪン編Έのಓ۩をͭくろう！、11月2�日、参加者

３人
・第９回ೄ文ָݕఆ、３月５日、ॳ10ڃ人、中７ڃ人、

Ԇべ1�人
・特ผߨԋ会「ՐԌثを育んだ৴ೱ川ྲྀ域の؍ܠ」、
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古研究ߟリリアナ・Ϡχク（έンϒリッジ大学：ࢣߨ
科・研究アシスλントデΟレクλー）、３月26日、参
加者36人

　ղઆ・通༁：中ଜ　大（立໋館大学ઐ研究員）
　⑵　寺泊水族博物館
・動物;れあい教室、̐月16日～̒月26日、７月２日～

９月25日の間に4�回実施、参加者1313人
・ਫ生生物୳ࡧ会、７月18日、８月７日、８月21日、11

月３日、11月23日、参加者55人
・博物館実शडけೖれ
　８月20日～2�日、ઐम大学１人
　９月５日～11日、長岡ܗ大学１人
　⑶　長岡市郷土史料館
・य़の༔ٱ山ྺ࢙散ࡦ～石ൾめ͙りとڷ࢙ྉ館ݟ学～

５月25日、参加者23人
・ळの༔ٱ山ྺ࢙散ࡦ～石ൾめ͙りとڷ࢙ྉ館ݟ学～

10月26日、参加者22人
　⑷　北越戊辰戦争伝承館
・第̒回「ീ丁ԭウΥーク」	Տ井ܧ೭ॿ記念館とڞ

10
࠵月15日、参加者141人

15　所管した共催・後援事業
　⑴　ツバメと野鳥愛護の展示体験「ツバメの子育て応

援しよう！」
　主　࠵：ಢඌπόメと野鳥Ѫޢの会
日：５月３日　ظ　
　会　場：新町۠民会館（ಢඌ地域）
　⑵　長谷川邸再建300年祭
　主　࠵：長谷川邸再建300年ࡇ実行ҕ員会
　会　ظ：̐月１日～平成29年１月31日
　会　場：長谷川邸
　⑶　第70回日本人類学会大会
　主　࠵：日本人類学会
　会　10：ظ月８日～10月10日
　会　場：/4(学生૯߹ϓϥザ45&1、新ׁ市民ϓϥザ
　⑷　関原楽市・縄文まつり
　主　࠵：ؔ原地۠工会
　会　11：ظ月̒日
　会　場：അ高ೄ文館Τントϥンス広場ٴび࢙公園
　⑸　中越地区伝統・伝承芸能祭「蒼柴祭」
　主　࠵：౷文化ࢧԉஂ体　ࣲのై 
日：平成29年２月５日　ظ　
　会　場：長岡リリックホーϧ・シアλー

16　名誉館長　特別授業・講演等
ԋ「長岡ൡのาΈ」、̐月15日、長岡市文化ٞ員連ߨ・

ໍ
ԋ「े分ഋで長岡をり上͛よう」、５月11日、まߨ・

ͪなかキϟンパス長岡市民ϓロデϡース࠲ߨ
、月14日̒、「ྉ館にͭいて࢙長岡ൡ主野家」ߨ・

前ڮ市ྺ࢙Ҩ産׆用ҕ員会ࢹ
ԋ「南ණ༸捕ܵધに同して」、̒月25日、日本ηߨ・

トロジー研究会第2�回寺ധ大会
７月、「がりにͭいてܨとे分ഋの࢙長岡のྺ」ԋߨ・

13日、中越ர物੨年研究会
・ग़੮「第２回大މ・野ࢯまͭり」、７月29日～30

日、܈അ県前ڮ市
８月、「における食文化にͭいて࢙長岡ൡのྺ」ԋߨ・

25日、長岡ガストロϊミー研究会
・ग़੮「長岡ൡ࢜२અீྶࡇ」、９月９日、ౡ県会

एদ市
قԋ「長岡ൡのあΏΈ」、10月16日、東だるま会ळߨ・

૯会（長岡市）
・ग़੮「第１回前࢛ڮ公ࡇ」、11月20日、܈അ県前ڮ市
・ग़੮「東ޫこども園ࢠども会」、平成29年１月20

日、東ޫこども園（長岡市）

17　職員名簿
໊ ༪ 館 長　野　ণ
館　　　長　খ۽　博࢙（ߟ古研究室）
館 長 ิ 山田あΏΈ　平成28年̐月１日付సೖ　ࠤ
文化財長　田中　　༃（文化財研究室）
主　　　ࠪ　খౡ加ಸࢠ　平成28年̐月１日付సೖ
主　　　ࠪ　鳥居　ඒӫ（文化財研究室）
主　　　ࠪ　新田　康則（文化財研究室）
主　　　ࠪ　খ林　　ಙ（文化財研究室）
主　　　ࠪ　ؙ山　一ত（文化財研究室）
主　　　ࠪ　加౻༝ඒࢠ（文化財研究室）
主　　　　山լ　（文化財研究室）
　　　ୗ　中山ࠤࢠ
ྟ 時 ৬ 員　ീࢠ　幸ӫ
ྟ 時 ৬ 員　ҵ木ඒ代ࢠ
ྟ 時 ৬ 員　ח田ඒึࢠ
ྟ 時 ৬ 員　田中　ஐࢠ
ྟ 時 ৬ 員　原さͭき　平成28年̐月１日付࠾用
ྟ 時 ৬ 員　ۄ　౻ࠤඒ　平成28年10月18日付࠾用
学 芸  長　広井　　（ྺ࢙研究室）
૯ ׅ 主 ࠪ　加౻　正໌（地学研究室）
主　　　ࠪ　櫻井　幸ࢬ（植物研究室）
学　芸　員　鳥居　憲親（動物研究室）
　　　ୗ　山屋　ໜ人（昆虫研究室）
　　　ୗ　ۚ҆　݈一（動物研究室）
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